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石
垣
を
駆
け
上
が
る
桜　
　
　

広報

Taketa Public Relations

岡城二の丸跡にて撮影。桜の咲く岡城に登りませんか？
（別冊「たけたん情報」の無料観覧券をご利用ください）
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竹
田
城
下
町
の
再
生
に
向
け
て

町
割
り
は
４
０
０
年
も
の
間
、
変
わ
る
こ
と
な
く
、
風
格
を

漂
わ
せ
て
い
ま
す
。
言
わ
ば
、城
下
町
は「
竹
田
の
シ
ン
ボ
ル
」。

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
今
こ
そ
み
ん
な
で
想
像
し
よ
う
。

未
来
の
竹
田
城
下
町
を
。

ま
ち
の
未
来
は

誰
が
つ
く
る
？

可能性を秘めた城下町（本町界隈）
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竹
田
市
の
城
下
町
に
入
る
に
は
、
列
車
で

も
車
で
も
必
ず
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
、
と

い
っ
た
屏
風
に
囲
ま
れ
た
街
。
30
分
も
あ
れ

ば
一
回
り
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
で
す
。

　

約
４
０
０
年
前
、
岡
藩
の
初
代
藩
主
中
川

秀
成
公
が
京
都
の
よ
う
に
町
割
り
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
今
で
も
Ｊ
Ｒ
駅
や
バ
ス
な
ど

の
交
通
結
節
点
、
金
融
機
関
、
商
店
街
な
ど

の
様
々
な
都
市
機
能
が
集
積
し
、
城
下
町

の
風
情
も
備
え
て
お
り
、
市
民
も
観
光
客

も
認
め
る
竹
田
の
シ
ン
ボ
ル
の
一
つ
で
す
。

１
０
０
年
以
上
も
続
く
春
夏
秋
冬
の
伝
統
行

事
に
加
え
、
春
の
大
名
行
列
、
秋
の
竹
楽
、

冬
の
竹
ホ
タ
ル
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
の
当
初
ま
で
の
竹
田
城
下
町
は
、
豊

後
随
一
の
商
都
と
し
て
、
高
森
や
阿
蘇
ま
で

商
圏
が
広
く
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
映
画
館

も
あ
っ
て
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
活
様
式
が
変
化
し
た
り
、

ロ
ー
ド
サ
イ
ド
に
大
型
商
業
施
設
が
整
備
さ

れ
た
り
で
、
竹
田
城
下
町
は
、
ほ
か
の
地
方

都
市
と
同
様
に
、
段
々
と
都
市
機
能
が
衰
退

し
て
き
て
い
ま
し
た
。＊

　

竹
田
城
下
町
の
衰
退
を
止
め
て
、か
つ
て

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
近
年
、
竹
田

市
は
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
竹
田
城
下
町
の
「
道
路
拡
幅
」

に
つ
い
て
は
、
町
割
り
・
風
格
を
も
取
り
壊

す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市

は
６
年
前
こ
の
計
画
を
見
直
し
、
昨
年
度
正

式
に
取
り
や
め
ま
し
た
。
む
し
ろ
逆
に
歩
き

や
す
い
よ
う
に
、
昨
年
、
社
会
実
験
を
通
じ

て
車
道
を
狭
め
ま
し
た
。

　

商
工
会
議
所
や
商
店
街
も
、
自
ら
再
生
に

努
め
て
い
ま
す
。
竹
田
町
商
店
街
振
興
組
合

は
２
か
月
に
一
回
「
楽
市
楽
座
」
を
継
続
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
竹
田
商
工
会
議
所
は
、

本
年
度
、
岡
本
屋
呉
服
店
の
あ
っ
た
建
物
を

交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
ま
し
た
。
わ

く
わ
く
ス
タ
ン
プ
会
は
、
１
月
か
ら
、
店
の

中
で
店
主
が
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
講
師
を
務
め
る

「
街
ゼ
ミ
」
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
ま

た
、
各
々
の
商
店
も
、
城
下
町
に
似
合
う
外

観
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
、
竹
田
城
下
町
は
昨
年
、
国
か
ら

全
国
の
「
が
ん
ば
る
商
店
街
30
選
」
に
選
定

さ
れ
、
さ
ら
に
国
連
ハ
ビ
タ
ッ
ト
協
会
か
ら

「
ア
ジ
ア
景
観
大
賞
審
査
員
賞
」
に
ア
ジ
ア

３
都
市
と
と
も
に
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
竹
田
城
下
町
は
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
に
市
役
所

若
手
有
志
が
、
城
下
町
で
店
舗
経
営
し
て
い

る
商
店
主
か
ら
聞
き
取
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

「
商
店
主
の
45
％
が
、
後
継
者
が
い
な
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
廃
業
を
検
討
し
て
い

る
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。
高
齢
化
の
波
は
、

街
中
で
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
を
続
け
て

い
く
こ
と
さ
え
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
中
に
は
老
朽
化
が
著
し
く
、

使
用
に
絶
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
依
然

と
し
て
、
通
行
に
支
障
の
あ
る
電
柱
や
不
統

一
な
道
路
標
識
、
あ
る
い
は
街
の
景
観
を
損

な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な

城
下
町
の
課
題
を
共
有
し
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
「
竹
田
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
し
て
の

城
下
町
を
未
来
に
残
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

↑竹田町商店街が取り組む「八幡山楽市楽座」の賑わい

社会実験を通じて、車道を狭めた中心
部の道路。人の「歩きやすさ」を選択→

城下町の再生は可能
　後

ご

藤
と う

 眞
し ん

二
じ

さん
（竹田市商工会議所副会頭・66歳）

　400年変わらない町割りの中で営々と商売人とし
ての文化が受け継がれていて、我々は「竹田」とい
う町に甘んじていたのだと思います。今こそ恩返
しをするという気持ちで、もう一度この町の持つ
凄さを認識しながら、再生に力を入れていくべき
だと思います。
　それと、若い人に期待したいです。「商売人の文
化」を支えてくれたのは、「この町」。誰しも「まち
が元気であってほしい」と思っています。未来を担
う町の今の若い人たちには、もっと動きを見せて
ほしい。そして、若い人がやりやすい土壌をつく
ることも、次に伝える我々の義務だと思っています。
　東大の中井祐教授が私たちに残してくれた言葉
があります。
　「竹田が本来もっているつながりの強みをとりも
どして、まちづくりを進める叡智と行動力に生か
していくならば、竹田はいっそう多くの人の心を
とらえ愛される、有数の町になるにちがいない」
　僕は、城下町の再生は可能だと、信じています。

竹
田
城
下
町
の「
こ
れ
ま
で
」と「
こ
れ
か
ら
」
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　この町に求められているニーズが置き去りに
されているような気がします。例えば、空き店
舗や公園を活かして親と遊べる場所を作った

り、白壁を利用して子どものための屋外シアターをやったり、ないも
のねだりをせずに、あるものを魅力的なデザインを加えて活用すれば、
そこに賑わいは再生すると思う。

（桑島さんのお店は、まちに対してコンセプトのある店です。店名「リカド」。「町角（カド）から人が
集まるように再生〔reborn〕したい」という思いが込められています）

　若い人たちへ！自分のまちに興味を持とうぜ！そして、同世代の子ど
もを持っている人たちへ！自分たちで子どもの喜ぶ町を作って行こうよ!!

＊

　

竹
田
市
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
昨
年
度
か
ら
、
庁
内
を
横
断
す
る
組

織
と
し
て
「
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
、
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
計
画
、
都
市
再
生
整
備
計
画

を
策
定
し
、
国
か
ら
の
認
可
・
認
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
当
初
に
は
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
策
定
し
、
国
の

認
定
を
受
け
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
一
連

の
計
画
の
策
定
・
認
定
に
よ
り
、
国
の
資
金

を
優
先
的
に
活
用
し
、
竹
田
城
下
町
の
再
生

を
目
指
し
ま
す
。

　

昭
和
30
年
に
建
て
ら
れ
た
図
書
館
は
、
広

く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化

の
た
め
、
隣
接
の
旧
竹
田
幼
稚
園
跡
地
に
新

設
移
転
し
ま
す
。
す
で
に
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
設
計
に
と
り
か
か
り
、
平
成
28
年

度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
本
通
り
で
は
、
市
土
地
開
発
公
社
が

一
画
を
先
行
取
得
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
を
整
備
す
る
計
画
が
あ
り
ま

す
。
当
面
は
、
買
い
物
客
・
来
街
者
の
利
便

性
を
確
保
す
る
た
め
、
駐
車
場
と
し
て
無
料

開
放
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
電
柱
・
電
線
を
地
中
に
埋
設
し
、

街
路
灯
を
城
下
町
に
ふ
さ
わ
し
く
改
修
し
、

道
路
標
識
な
ど
の
サ
イ
ン
を
統
一
化
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
・
民
間
と
一
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
組
織
「
ま
ち

づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
」
を
１
月
に
設
立
、

平
成
27
年
度
以
降
に
向
け
、
商
業
機
能
の
充

実
な
ど
、
民
間
と
し
て
可
能
な
活
性
化
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

＊

　

こ
こ
数
年
間
、
城
下
町
の
今
後
を
担
う
若

者
の
活
躍
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。
竹
工

芸
や
染
め
物
と
い
っ
た
日
本
の
手
づ
く
り
を

進
め
る
作
家
た
ち
が
、
店
を
開
い
て
い
ま
す
。

３
年
前
に
開
店
し
た
居
酒
屋
は
、「
超
地
域

密
着
」が
評
価
さ
れ「
居
酒
屋
甲
子
園
日
本

一
」に
輝
き
ま
し
た
。
10
年
以
上
も
空
き
店

舗
だ
っ
た
角
地
に
は
、
若
者
が
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
店
し
、
賑
わ
い
を
演
出
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
街
の
後
継
者
が
総
合

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
、「
ま
ち
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」と
し
て
参
画
し
、
城

下
町
再
生
の
あ
り
方
の
研
究
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

竹
田
市
は
、
某
雑
誌
に
よ
り
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
若
者
に
お
薦
め
の
町
」
第
１
位
に

な
り
ま
し
た
。
現
に
、
全
国
か
ら
多
く
の
若

者
が
永
住
を
夢
見
て
、
竹
田
に
移
住
し
て
き

て
い
ま
す
。
竹
田
城
下
町
に
住
み
、
手
作
り

工
房
な
ど
で
生
業
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

若
者
が
期
待
を
持
て
る
街
。
い
つ
で
も
帰

り
た
く
な
る
街
。
生
活
が
で
き
る
街
。
安
心

↑コミュニティセンター建設予定地。現在は駐車場として活
用されている

昨年「居酒屋甲子園」で日
本一に輝いた「陽はまた昇
る」の姉妹店が並ぶ通り→

←染色工房として
生まれ変わった
国登録有形文化
財指定の「吉川家
住宅倉庫」（紺屋
そめかひ工房）

女子力でまちを元気に！

みんなが認めあえるまちに！

塩
しお

 附
つき

  由
ゆ

 紀
き

 さん

桑
くわ

 島
しま

  孝
たか

 彦
ひこ

 さん

（自営業〔casual bar Ban Ban〕・30歳）

（自営業〔Osteria e Bar RecaD〕・32歳）

　城下町で「空き店舗に店を開きたい」という
若い人に、手厚い起業支援をお願いしたいと
思います。
　それとぜひ、竹田の伝統行事「姫行列」を復
活したい！以前は、桜まつり・大名行列とともに「お姫様を観たい」と
大勢の観光客が訪れていました。私たちの子どもの頃に観た「お姫様」
は憧れの存在。地元の女子高生に参加を募るなど、工夫をすれば予算
をかけずにできると思います。

若
者
が
希
望
を
持
て
る
街
に
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　「城下町再生プロジェクト」構想について、次代を
担う若い市民による意見の集約を目的とした「竹田市
総合まちづくりセンター・コーディネーター」に、現
在城下町に住居を構え、仕事等で普段から縁の深い
７名の若い青年たちが参画しています。
　代表の河野洋史さんは、未来の町づくりについて
次のように語っています。
　「これまでかなりの会議を重ねてきたなかで、一番
感じたのは、本気で覚悟ができるかどうかで物事は
変えられるということ。10年後、20年後の未来に向
けて、中心市街地の再生は、今やらなければ二度と
できない。そのためにこれからの若者たちが覚悟を
決めてできるかだ、と感じている」
　それぞれの立場でこれまで積極的にまちづくりに
参加してきたコーディネーターたちに、まちづくり
への思いやアイデアをお聞きしました。

　「まちづくりには順序がある。いきなり町を変え
るのは難しい。急いでも無理、考え方も変えなく
てはいけない。若い人たちは外から移住してきた
人たちをきちんと受け入れなくてはいけない。時
間がかかることを実感している」

　「ケーブルテレビを民営化してはどうか。メディ
アを通して、身近な情報を提供してほしい。例えば、
竹田の人たちに、竹田にこういう商売があるなど
周知してほしい」

　「竹田の収益を上げるには、外からの人をどれだ
け引き込むかにかかっている。いろいろな方法が
考えられるが、例えば〝岡本屋〟だけに集中しても

人は来ない。中九州横断道路が竹田に伸びるとい
うのは一大イベントだと思っている。いかにして、
この町の中に来させるか。インターチェンジ付近
に〝道の駅〟的なものを作り、城下町への誘導がで
きれば町なかに入る人の数は、今までに比べて遥
かに増えると思う」

　「竹田城下町には『たまたま（立ち寄るための工
夫）』と、『コンテンツ（例：竹田ちゃんぽん、岡城
の甲冑等）』、両方育たなくては意味がない」
　
　「時代を逆行するかもしれないが、竹田に入りに
くくする。トンネルを抜けないと入れない城下町
に、敢えて人を入れない。特別なカード（通行手
形？）がないと入れないまち。全国と同じことを
やってもダメ。例えばこの町だけの『ちょんまげの
日』を作るとか、それでも観に行きたくなる仕掛け・
演出を作ってみてはどうか」

※竹田市総合まちづくりセンター発行の「まちづくり
かわらばん２号」（４月発行）に、これまでの活動報
告や議論した内容等を掲載する予定です。ご期待
ください。

●お問い合せ 
　竹田市総合まちづくりセンター　☎63-4848

〔写真左から〕 熱い議論を続けるコーディネーター7人衆：重松英、河野洋史、
土居丈直、加来浩祐、佐藤雅光、佐藤徹、得丸高志（敬称略）

若きまちづくりコーディネーター７人が覚悟を決めて奮闘中！

今やらなければ、二度と
できない！

し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
街
。
竹
田
城
下

町
は
、
竹
田
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
成
長
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
と
行
政
の
役
割

　

１
市
３
町
が
合
併
し
て
10
年
に
な
り
ま
す
。

雄
大
な
久
住
高
原
、
日
本
一
の
炭
酸
泉
、
西

日
本
屈
指
の
農
業
地
帯
、
そ
し
て
瀧
廉
太
郎

ゆ
か
り
の
岡
城
と
城
下
町
。
こ
れ
ほ
ど
の
財

産
が
授
け
ら
れ
て
い
る
自
治
体
は
そ
う
多
く

な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
個
性
を
生
か
し
、
相

乗
効
果
を
発
揮
す
れ
ば
、
必
ず
日
本
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
地
域
づ
く
り
が
実
現
し
ま
す
。

竹
田
市
は
、
確
信
を
持
っ
て
果
敢
に
政
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
中
核
と
な
る

城
下
町
に
は
、
景
観
整
備
事
業
を
推
進
。
加

え
て
若
い
伝
統
工
芸
作
家
た
ち
の
移
住
に
よ

り
、
歴
史
文
化
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
よ
う

と
、
国
登
録
有
形
文
化
財
指
定
の
商
家
に
工

房
を
開
設
す
る
な
ど
、
新
し
い
動
き
を
生
み

出
し
、
行
政
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
公
共
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

足
り
な
い
も
の
が
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、

「
市
民
自
ら
の
主
体
性
と
未
来
に
対
す
る
使

命
感
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち

で
作
り
上
げ
て
い
く
と
い
う
「
意
気
込
み
」
、

つ
ま
り
「
情
熱
」
が
あ
れ
ば
、
本
当
の
ま
ち

づ
く
り
が
実
現
す
る
。
城
下
町
の
主
役
と
な

る
若
者
た
ち
の
言
葉
は
、
そ
う
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
も
の
で
し
た
。
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城下町の再生を目指し官民を挙げた組織を結成

動き始めた中心市街地

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
城
下
町
の
再
生
を
目

指
し
「
城
下
町
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

上
げ
、
そ
の
方
向
性
等
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
本
格
的
に
施
設
整

備
事
業
を
実
行
に
移
す
べ
く
、
竹
田
地
区
都

市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
そ
の
両
輪
と
な
る
、
民
間
主
体
事

業
を
核
と
し
た
「
竹
田
市
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
（
以
下
中
活
計
画
）
の
策
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
構
想
を
実
行

力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
の
検
討
調
整
組
織

と
し
て
、
「
竹
田
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
」
が
、
１
月
20
日
関
係
者
出
席
の
も
と

総
会
を
開
催
し
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
、

商
工
会
議
所
、
商
業
者
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
、

企
業
、
交
通
事
業
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
地
元
住
民
、
行
政
等
の
代
表
者
で
構
成

さ
れ
、
国
や
県
の
関
係
機
関
も
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
会
長
に
佐
藤
春
三
氏
（
竹
田

商
工
会
議
所
会
頭
）
を
選
任
し
た
ほ
か
、
事

業
計
画
、
予
算
、
現
段
階
に
お
け
る
計
画
の

素
案
説
明
等
が
な
さ
れ
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
場
で
は
次
の
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

・
竹
田
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
確
実
に
高
く
、

自
信
を
持
っ
て
構
想
を
実
践
へ
繋
げ
て
欲

し
い
。

・
計
画
策
定
す
る
事
が
目
的
で
な
く
、
内
容

を
互
い
に
共
有
し
実
践
し
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。

・
人
材
育
成
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

・
ハ
ー
ド
整
備
事
業
も
着
実
な
実
行
を
期
待

す
る
。

　

今
後
、
議
論
が
活
性
化
し
、
よ
り
よ
い
計

画
策
定
と
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
が
な
さ
れ
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

中心市街地活性化協議会の位置付け
【中心市街地活性化協議会の役割】

　多様な関係者の調整を図り、取組の実効性を確保し、多様な
主体の合意形成の協議の場として機能するよう働きかける組織

・基本計画の作成、都市機能の適性立地と中心市街地への集中
投資、民間投資を後押しする仕組みの構築

・地域の経済活力の向上を目指し、商
業の活性化を推進

・中心市街地のまちづくりの主
体として、ハード事業を含む
「ディベロッパー」的な機能
を担い、公益性と企業性を併
せ持って、積極的に事業推進

中心市街地活性化協議会

商工会
議所等

行　政

まちづくり会
社・中心市街地

整備推進機構

地権者

民間
企業

商業者

交通
事業者

市　民

その他

ＮＰＯ

行政（コンパクトなまちづくりの政策展開）

商工会議所（商業活性化のけん引役）

まちづくり会社等
（まちづくりのけん引役）
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広報

人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,793　人（－58人）
男　性　11,077　人（－28人）
女　性　12,716　人（－30人）
世帯数　10,568世帯（－20世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成27年２月１日現在）

○竹田城下町の再生に向けて
　まちの未来は誰がつくる？………２
○動き始めた中心市街地／まちづく

りたけた株式会社設立……………６
○たけた見本市　－竹田在住作家の

作品展示・販売　竹田暮らしのご
提案－………………………………８

○【企画情報】地方創生ＴＯＰ戦略本
部が始動／祖母傾ユネスコエコ
パーク世界宣言へ…………………10

○【教育・文化】文化会館・設計者を
選定するための公開型プロポーザ
ル／新図書館かたちづくりの集い
ほか…………………………………11

○大分県知事選挙・大分県議会議員
選挙…………………………………12

○市長コラム「有由有縁」……………14

別冊　たけたん情報
３月のこよみ／別冊 「介護保険制度」

○竹田市合併10周年記念式典ほか…15
○【防災】４月から降灰予報が変わり

ます／豊肥地区防災講演会開催…16
○【農業】阿蘇火山中岳第一火口の噴

火に伴う降灰対策を実施します！
ほか…………………………………18

○【福祉】４月から生活困窮者自立支
援制度が始まります　ほか………19

○【交流】三木の松がつなぐ、深き縁
ほか…………………………………20

○健康一直線　食育活動リポート／
出張！えがおの子育て小児科……21

○ミステリアス！竹田キリシタンⅡ
………………………………………22

○みんなのゆうがくかん　ぼくた
ち・私たちの学び舎（豊岡小学校）
／まるごと博物館／図書館／竹田
マンガ・ぼくのひめぱん／誕生お
めでとう……………………………24

○荒城の月短歌大会入選作品発表…26
○地元のいい 出来事………………27
○郷土の植物／すくすく１歳／アッ

パレ！ 100歳 ………………………28

も　く　じ

3月号

　

中
活
計
画
認
定
と
同
時
に
、
そ
の
計
画
を

実
行
に
移
す
主
体
と
し
て
１
月
19
日
に
「
ま

ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
」
（
以
下
ま
ち

会
社
）
が
法
人
登
記
を
終
え
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
期
待
さ
れ
る
役
割

は
、

・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

　

持
続
可
能
な
中
心
市
街
地
と
し
て
、
イ
ン

フ
ラ
、
施
設
等
の
ハ
ー
ド
整
備
を
含
ん
だ

「
開
発
」
を
行
う
こ
と

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
ま
ち
の
価
値
を

高
め
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
、
民
間
投
資

が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
ま
ち
の
維
持

管
理
を
進
め
る
こ
と

・
公
益
性

　

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の
公
益
性
を
持
ち
、

市
民
に
役
に
立
つ
成
果
を
提
供

・
企
業
性

　

組
織
運
営
に
財
政
的
な
基
盤
を
持
ち
、
企

業
経
営
の
意
識
を
持
っ
て
事
業
を
実
施
す
る

こ
と

・
地
域
密
着
性

　

中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
生
活
空
間
の
質

を
高
め
る
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を

創
出
し
、
地
域
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

な
ど
で
す
。

　

竹
田
市
に
お
け
る
当
面
の
具
体
的
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
、

①
中
心
市
街
地
地
域
の
商
業
活
性
化
（
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
、
起
業
・
新
事
業
支

援
及
び
農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化
支
援

等
）

②
４
０
０
年
続
い
て
き
た
町
割
り
と
文
化
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
（
賑
わ
い

の
再
生
、
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
の
構
築
と
実
践
）

③
ま
ち
会
社
運
営
の
確
立
と
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

と
し
て
い
ま
す
。

【
会
社
設
立
プ
ロ
セ
ス
等
】

　

会
社
と
し
て
は
設
立
手
続
き
は
終
え
ま
し

た
が
、
今
後
、
実
際
に
活
動
し
て
い
く
た
め
、

資
本
金
集
め
や
ス
タ
ッ
フ
決
め
、
活
動
拠
点

を
構
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
２
月
に

班
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
既
に

「
総
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。
順
調
に
い
け
ば
、
面
接
を
経
て
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
３
月
中

に
は
決
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
同
時
並
行
で
諸
準
備
を
進
め
、
早

い
段
階
で
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て
の
活
動

を
始
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
企
画
情
報
課　

総
合
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
☎
６
３
―
４
８
４
８
（
直
通
）

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
主
体
的
に
行
う

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
設
立

まちづくり会社に
期待される

5つの性格

ディベロッパー

マネジメント

企業性 地域密着性

公益性
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［日時］　平成27年3月7日㈯10時～19時／8日㈰10時～17時

［会場］　竹田市城下町（寺町） 傾く家

［内容］　竹田在住アーティスト・オレクトロニカによっ

て生活空間として甦った空き家を会場に、竹田

在住作家の作品を展示・販売します。会場の設

えには随所に作家の手仕事が宿り、空間に足を

踏み入れるだけで“竹田暮らし”を体感していた

だけます。

村 瀬 貴 昭　む ら せ    た か あ き

　1980年生　幼少期に祖父の盆栽　思春期にアクアリウム　青年期に

稀 少 植 物 の コ レ ク タ ー　 そ れ ら 独 学 を 経 て2012よ りRe:planter開 始  

Re:cycle×Plantsを信条に使われなくなった様々な素材に植栽　そして自

然の理を探求し循環する生きた作品作りをコンセプトとする植栽家とし

て様々な土地で植物を採集し、現地での公開植栽＝Ikibanaを行う。2015

年より中国北京にてIkibanaSchoolを開始予定。www.replanter.com
ア レ ッ ク ス ・ カ ー

1952年生まれ。イエール大学で日本学を専攻。東洋文化研究家、作家。

1971年に四国の東祖谷山村に茅葺きの古民家を購入。現在は京都・亀岡

の矢田天満宮境内に移築された400年前の尼寺を改修して住居とし、そこ

を拠点に、日本各地をまわり、昔の美しさが残る日本各地の景観を観光

に役立てるためのプロデュースを行っている。著書に『美しき日本の残

像』（新潮社）、『犬と鬼』（講談社）、『「日本ブランド」で行こう』（ウェイツ）、

『ニッポン景観論』（集英社）など。

　竹田市アート・レジデンスProjectのアドバイザーであ

るアレックス・カーさんが、鋭い視点から、多くの作家

が創作の場として選んでいる竹田の潜在能力を浮き彫り

にし、今後の発展性について明らかにします。

「竹田市アートレジデン

スproject」と し て 市 内

に滞在しながら作品「深

い 山」を 制 作 し た 木 彫

家・丸尾康弘さん（群馬

県 桐 生 市）も 来 場 し ま

す。ご期待ください。

　アレックス・カー氏によって招聘された植栽家・村瀬

貴昭さんによる公開植栽＝Live-plantingを披露。
（講師：アレックス・カー）

村瀬貴昭さん（Replanter）

【見本市】

“作る人”は竹田を
目指す

アートパフォーマンス

第２部 第３部

↑美術ユニット・オレクトロニカ（児玉順平（左）・加藤亮）
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たけた見本市 ―竹田在住作家の作品展示・販売　竹田暮らしのご提案―

“暮らしと伝統との
コミュニケーション”

　竹田市は平成21年に「農村回帰宣言」を標榜し、

移住定住支援に取り組んできました。事業の推進

により、多くの若者の移住が実現し、特に、作家

やアーティストの移住は、地域に伝統の技を復活

させ、新たな視点から暮らしに価値を見出す等、

目覚ましい成果を上げています。

　今回、城下町を中心に集積されつつある伝統の

「技」にスポットを当て、それらを広く紹介する見本

市を開催します。地域に息づく伝統から紡ぎださ

れる営みを「竹田ならではの暮らし」として提案し、

新たな価値の創造を図ります。

［日時］　平成27年3月7日㈯ 15時～18時

［会場］　竹田市城下町（寺町） 光西寺

●お問い合せ　竹田市企画情報課 エコミュージアム推進室

〒878-8555 竹田市大字会々1650番地　

　☎0974-63-4801

矢 島 里 佳　や じ ま   り か

　職人の技術と伝統の魅力に惹かれ、19歳の頃から日本の伝統文化・産

業の情報発信の仕事を始める。「21世紀の子どもたちに、日本の伝統をつ

なげたい」という想いから、大学4年時である2011年3月株式会社和える

を設立、慶應義塾大学法学部政治学部卒業。幼少期から職人の手仕事に

触れられる環境を創出すべく、子どもたちのための日用品を、日本全国

の職人と共につくる“0から6歳の伝統ブランドaeru”を立ち上げる。また、

全国の職人とのつながりを活かしたオリジナル商品・イベントの企画、

講演会やセミナー講師、雑誌・書籍の執筆など幅広く活躍している。

2013年3月、慶應義塾大学院 政策・メディア研究科修士課程卒業。2013

年末、世界経済フォーラム（ダボス会議）のヤング・グローバル･シェイ

パーズに選出される。2014年7月、書籍『和える-aeru- 伝統産業を子ども

につなぐ25歳女性起業家』を出版。

和えるWEB：http://a-eru.co.jp

　“0から6歳の伝統ブランドaeru”が、竹田の竹工藝家・

長谷川絢さんと共同で『竹のベビーベッドメリー』を開

発。本プロジェクトに携わった株式会社和える代表取締

役・矢島里佳さんに、取り組みについて講演をいただき

ます。

（講師：矢島里佳さん）

【特別講演会のご案内】

aeruと竹田が出会っ
たら

第１部

※「たけた見本市」のこれらの事業は、総務省の「平成26
年度過疎地域等自立活性化推進交付金事業」によって
開催されます
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企画情報

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」の
策
定
及
び
推
進
に
あ
た

り
、
全
庁
的
に
横
断
的
な
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『
竹

田
市
地
方
創
生
Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略
本
部
』

が
設
置
さ
れ
、
１
月
29
日
、
第
１
回

会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」の
施
行
を
受
け
て
、

首
藤
市
長
を
本
部
長
、
課
長
級
職
員

ら
46
人
で
構
成
し
、「
総
合
戦
略
に

関
す
る
情
報
収
集
及
び
共
有
に
関
す

る
こ
と
」、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総

合
戦
略
に
関
す
る
こ
と
」、「
総
合
戦

略
の
横
断
的
か
つ
総
合
的
な
調
整
に

関
す
る
こ
と
」、「
そ
の
他
総
合
戦
略

に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
」の

所
掌
す
る
事
項
を
27
年
度
中
に
策
定

し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
竹
田
市
が
独
自
で
取
り

組
ん
で
き
た
政
策
の
、
さ
ら
な
る
展

開
を
目
指
し
ま
す
。

竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
施
設
放
送
番

組
審
議
会

　

２
月
17
日
、「
平
成
26
年
度
第
１

回
竹
田
市
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

施
設
放
送
番
組
審
議
会
」が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

放
送
番
組
審
議
会
に
は
、
後
藤
眞

二
会
長
を
は
じ
め
、
合
わ
せ
て
７
人

の
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
首
藤
市
長
が「
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ド
キ
ド
キ
感
を
持
っ

て
観
て
い
た
だ
け
る
番
組
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
」と
挨
拶
。
こ
の
あ
と

議
事
に
入
り
、「
た
け
た
ホ
ッ
と
タ

イ
ム
ス
」の
番
組
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。
審
議
会
か
ら
は「
更
新
回

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」「
ウ
ェ
イ
ク

ボ
ー
ド
を
紹
介
し
て
は
ど
う
か
」な

ど
の
ご
意
見
、
ご
提
案
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
年
度
、
只
見（
福
島
県
南
会
津

郡
）と
南
ア
ル
プ
ス（
山
梨
・
長
野
・

静
岡
３
県
内
の
10
市
町
村
）が
国
内

の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
し
て
は

６
・
７
番
目
の
登
録
地
に
な
り
ま
し

た
。

　

祖
母
傾
は
、
平
成
26
年
２
月
20
日

に
佐
伯
市
、
豊
後
大
野
市
、
竹
田
市

の
大
分
県
内
３
市
に
お
い
て
登
録
へ

の
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
申
請

に
向
け
て
検
討
・
精
査
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
申
請
に
向
け
て
の
関

係
省
庁
と
の
協
議
を
行
う
中
で
、
宮

崎
県
側
の
大
崩
山
を
含
む
祖
母
傾
国

定
公
園
の
範
囲
を
拡
張
し
て
、
さ
ら

に「
良
い
取
り
組
み
」と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
大
崩
山

周
辺
の
延
岡
市
、
高
千
穂
町
、
日
之

影
町
と
協
議
の
結
果
、
共
に
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
申
請
・
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に

な
り
、
２
月
４
日
に
大
分
県
・
宮
崎

県
と
関
係
す
る
６
市
町
が
協
力
し
て

登
録
を
目
指
す
た
め「
祖
母
傾
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
大
分
・
宮
崎
推
進

協
議
会
」の
第
１
回
会
議
が
佐
伯
市

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
話
で
は
、
エ
コ
パ
ー
ク
認

定
国
内
審
査
員
で
あ
る
酒
井
暁
子
准

教
授（
横
浜
国
立
大
学
）は
、「
こ
の

制
度
は
、
世
界
遺
産
よ
り
歴
史
が
古

く
、
登
録
さ
れ
る
こ
と
は
、
自
然
と

人
間
が
共
生
で
き
て
い
る
地
域
の
成

功
事
例
で
あ
る
と
世
界
に
宣
言
す
る

こ
と
に
な
る
」と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
登
録
を
目
指
す
に
あ
た
り

学
術
的
価
値
を
明
確
に
す
る
た
め
、

自
然
環
境
総
合
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
祖
母
山
系
に
生
息

す
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ（
国
指
定
天

然
記
念
物
）や
祖
母
山
系
イ
ワ
メ（
県

指
定
）の
学
術
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

イ
ワ
メ
は
国
指
定
に
向
け
て
申
請
準

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
市
民
の
皆

様
に
調
査
結
果
の
報
告
を
行
い
、
住

民
参
加
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推

進
を
実
施
し
、
２
０
１
５
年
度
中
の

日
本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
へ
の
申

請
、
２
０
１
７
年
夏
ま
で
の
登
録
認

定
を
目
指
し
ま
す
。

地
方
創
生

Ｔ
Ｏ
Ｐ
戦
略

本
部
が
始
動

祖
母
傾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
世
界
宣
言
へ

「禰疑野神楽座」の用具が新しくなりました！
　宝くじの助成金で禰疑野神楽座

（菅生地区）の用具が整備されまし

た。地域伝統文化への意識が高ま

り、継承への責任感と意欲向上が

図られ、地域コミュニティのさら

なる盛り上がりが期待されます。
↑地方創生ＴＯＰ戦略会議本部
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教育・文化

文
化
会
館

　

竹
田
市
文
化
会
館
（
仮
称
）
設
計
者
選
定

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
、
竹
田
市
文
化
会
館
（
仮

称
）
建
設
に
あ
た
り
、
設
計
者
を
選
定
す
る

た
め
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
最
終
審
査
に
進
む
６
者
が
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
最
終
審
査
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
公
開
し
て
実
施

し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
３
月
７
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時
終
了

予
定　

（
12
時
45
分
開
場
）

場
所　

久
住
公
民
館
機
能
回
復
訓
練
室

　

    　

 

（
竹
田
市
久
住
町
大
字
久
住
６
１
５
４
番
地
）

・
傍
聴
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

・
座
席
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
傍
聴
者
が

多
数
の
場
合
は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
１
者
に
つ
き
15

分
以
内
と
し
、
そ
の
後
審
査
委
員
会
委
員

に
よ
る
15
分
程
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

ま
す
。

・
審
査
は
、
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・

ヒ
ア
リ
ン
グ
後
、
審
査
委
員
会
が
非
公
開

で
行
い
、
結
果
は
後
日
発
表
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
教
育
委
員
会　

生

涯
学
習
課　

☎
６
３
―
４
８
１
７

図
書
館

　
「
新
図
書
館
か
た
ち
づ
く
り
の
集
い
」が
２

月
15
日
、
16
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か

れ
、
市
民
の
意
見
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
図
書
館
の
設
計
者
で
あ
る
塩
塚
隆
生
氏

が
こ
れ
ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て

い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
、
そ
し
て
基
本

構
想
の
内
容
を
落
と
し
込
ん
だ「
設
計
案
」を

ス
ケ
ー
ル
１
／
30
、
１
／
２
０
０
の
模
型

や
、
Ｃ
Ｇ
で
作
ら
れ
た
館
内
の
動
画
を
交
え

て
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
個
々
で「
広

場
・
テ
ラ
ス
の
活
用
法
」、「
ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ル
の
活
用
法
」、「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
な
っ
て
い
る
か
」等
の
ア
イ
デ
ア
や
意
見

を
出
し
合
い
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
で
発
表
を
し

ま
し
た
。

　

今
回
集
約
さ
れ
た
ア
イ

デ
ア
や
意
見
等
は
、
可
能

な
限
り
今
後
の
設
計
の
中

で
具
体
的
な「
か
た
ち
」に

落
と
し
込
む
と
と
も
に
、

３
月
22
日
に
開
催
さ
れ
る

同「
集
い
」（
会
場
：
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

14
時
〜
）で
修
正
案
と
し

て
提
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙　

勲

○
瑞
宝
双
光
章

　

山や
ま
さ
き﨑　

正ま
さ
な
る成　

さ
ん（
大
正
・
88
歳
）

　

元
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校
校
長
。
大
分
県

直
入
郡
宮
砥
村（
現
在
の
竹
田
市
宮
砥
地
区
）

に
生
ま
れ
、
40
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
児

童
生
徒
の
学
力
向
上
、
健
全
な
育
成
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
統
合
前
の
２
つ
の
中
学
校
に
お
い
て
、

教
頭
と
し
て
統
合
に
向
け
て
の
準
備
を
し
た

後
、
新
設
校
で
最
初
の
教
頭
と
し
て
、
草
創

山﨑  正成さん

期
の
中
学
校
が
大
き
な
混
乱
も
な
く
順
調
に

ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
中
心
と
な
り
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

   「
思
い
が
け
ず
受
章
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
い
い
人（
先
輩
方
や
同
僚
、

児
童
生
徒
）に
出
会
っ
た
こ
と
が
誇
り
で
す
」

辻本教授が「竹田市観光振興
アドバイザー」に
　２月13日、大阪観光大学観光学部教授
としてご活躍の辻本千春先生を、竹田市
観光振興アドバイザーに任命しました。
　辻本先生は、竹田市の観光振興、特に
日本初の「温泉療養保健制度」導入による
経済効果などを調査され、「日本国際観
光学会」で論文を発表。竹田市のこれま
での取り組みの成果を紹介いただくとと
もに、今後は「新・国民保養温泉地認定」
に向けた構想をサポートいただきます。

↑辻本教授

↑竹田独自の仕組みが生かされた新図書館案

↑新図書館の斬新なアイデアをグループごとに発表
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「
生
か
そ
う
一
票

あ
な
た
の
大
分
県
」

大分県知事選挙

大分県議会議員選挙

　投 票 日　4月12日㈰
　投票時間　午前７時～
　　　　　　午後６時
　投票場所　入場券に記載された投票場所

選挙の告示日・投票資格

県知事選挙 県議会議員選挙

告示日 ３月26日㈭ ４月３日㈮

投　

票　

資　

格　

要　

件

年　齢 平成７年４月13日までに生まれた人

転入者
平成26年12月25日までに転
入の届け出をし、投票日ま
で引き続き居住している人

平成27年１月２日までに転入の
届け出をし、投票日まで引き続
き居住している人

転出者

投票日までに県外に転出した人は投票できません。
県内他市町村に転出した人で、下記の①、②の要件を満たす
人は竹田市で投票できます。
①竹田市の選挙人名簿に登載されており、平成26年12月12日

以降に県内他市町村に転出し、転出先で選挙人名簿に登録
されていない人

②転出先の市町村に投票日まで引き続き居住している人
※転出された人が投票する場合は「居住証明書（住民票でも

可）」を持参していただく必要があります。
　「居住証明書」は、市町村の住民票担当課で無料発行されます。

投
票
時
間
・
投
票
所
は

●
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

で
す
。

●
投
票
所

竹　

田　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
別
館
）

岡　

本　

岡
本
分
館

明　

治　

明
治
分
館

豊　

岡　

豊
岡
小
学
校
体
育
館

城　

原　

城
原
地
区
館

宮　

城　

宮
城
分
館

玉　

来　

玉
来
分
館

松　

本　

松
本
分
館

菅　

生　

菅
生
分
館

入　

田　

入
田
分
館

嫗　

岳　

嫗
岳
分
館

宮　

砥　

宮
砥
分
館

片
ヶ
瀬　

片
ヶ
瀬
集
会
所

荻　
　
　

荻
公
民
館

柏　

原　

柏
原
公
民
館

久　

住　

久
住
公
民
館

私たち一人ひとりの声を県
政に反映させるため、必ず
投票に行きましょう
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大分県知事選挙　大分県議会議員選挙

白　

丹　

白
丹
公
民
館

都　

野　

都
野
公
民
館

直　

入　

直
入
支
所
大
会
議
室

　

下
竹
田　

旧
下
竹
田
小
学
校

※
岡
本
地
区
の
方
は
岡
本
分
館
１
階

教
室
に
、
玉
来
地
区
の
方
は
玉
来

分
館
集
会
室
に
、
下
竹
田
地
区
の

方
は
旧
下
竹
田
小
学
校
校
舎
１
階

（
旧
職
員
室
）
に
そ
れ
ぞ
れ
投
票

所
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

投
票
の
方
法
は

●
投
票
の
順
序
は

　

最
初
に
県
知
事
選
挙
の
投
票
を
行

い
、
次
に
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票

を
行
い
ま
す
。

●
県
知
事
選
挙
は
、
記
号
式
投
票
で

す
。

　

投
票
用
紙
に
す
べ
て
の
候
補
者
の

氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
し
た
い
候
補
者
の
氏
名
の
上
の

欄
に
○
印
を
一
つ
だ
け
押
し
て
く
だ

さ
い
。

　

○
印
は
投
票
記
載
台
に
備
え
付
け

の
押
印
ス
タ
ン
パ
ー
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
記
名
式
投

票
で
す
。

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は

　

４
月
12
日
㈰
の
投
票
日
に
、
仕
事

や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
等
の
た
め
投
票

所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
は

●
入
場
整
理
券
は
３
月
26
日
㈭
に
郵

送
す
る
予
定
で
す
。

●
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
方

は
、
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
た

投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

●
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合

は
、
投
票
所
で
再
発
行
が
で
き
ま

す
。

病
院
・
施
設
で
の
不
在
者

投
票
は

●
不
在
者
投
票
が
で
き
る
県
指
定
の

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院
、

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
病
院
・

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

の
で
、
病
院
・
施
設
の
事
務
の
方

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
投
票
は

●
重
度
の
身
体
障
が
い
等
（
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
う
ち
、
両
下
肢
に
一
定
以
上

の
障
害
を
持
た
れ
て
い
る
人
や
、

介
護
保
険
の
要
介
護
５
の
人
等
）

で
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
交
付

さ
れ
て
い
る
方
に
限
っ
て
、
自
宅

で
記
載
し
、
郵
便
で
投
票
で
き
る

制
度
で
す
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

方
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明

会
の
開
催

　

大
分
県
議
会
議
員
選
挙
竹
田
市
選

挙
区
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
は
、
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

日　

時　

３
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

　

場　

所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
室

　

出
席
者　

１
候
補
者
に
つ
き
２
名

以
内

●
投
票
等
に
関
し
ご
不
明
な
点
は
、

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
６
３
―

１
１
１
１
（
内
線
３
６

　

０
・
３
３
０
）

　

☎
６
３
―

４
８
１
４
（
直
通
）

▼
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　

県
知
事
選
挙
及
び
県
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
時
登
録
に
よ
る
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

選
挙
名

県
知
事
選
挙

県
議
会
議
員
選
挙

縦
覧
日

３
月
26
日
㈭

４
月
３
日
㈮

時　

 

間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

所

竹
田
市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
）

◆開設期間

期日前投票所の場所 県知事選挙 県議会議員選挙 投票時間

●竹田市役所本庁３階会議室 3月27日㈮～
4月11日㈯

4月4日㈯～
4月11日㈯

午前８時30分
～午後８時

●荻総合福祉健康センター
　研修室
●久住支所 １階ホール
●直入支所 大会議室

４月４日㈯～４月11日㈯

※3月27日㈮から4月3日㈮までは、竹田市役所本庁のみ
で県知事選挙の期日前投票ができます。

※県知事選挙と県議会議員選挙を同時に投票される方は、
4月４日㈯からご利用ください。

※期日前投票の県知事選挙は、記名式投票です(投票用紙
に候補者氏名を書きます)。

※荻支所移転のため、荻支所１階会議室の期日前投票所
が荻総合福祉健康センター研修室に変更になりました。
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市長コラム
〈第67回〉

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

←大野・朝地間の開通日、
人を迎える活気にあふ
れていた「道の駅おおの」。
黒 野 代 表 は「努 力 す る
チャンスが到来した」と
話している。

　

２
月
15
日
の
日
曜
日
に
待
望
の
中
九
州
地
域
高
規
格
道
路
の

大
野
・
朝
地
間
が
開
通
し
た
。
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
竹
田
市
へ

と
延
長
さ
れ
る
。
予
定
で
は
平
成
30
年
度
で
完
成
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
か
ら
、
あ
と
４
年
。
一
日
で
も
早
く
と
思
う
一
方
で
、

大
切
な
４
年
間
が
授
け
ら
れ
て
い
る
と
も
実
感
す
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
４
年
間
で
私
た
ち
は
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
を
起
こ
す
べ

き
か
。
い
い
時
間
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
だ
間
に
合
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
早
期
完
成
を
願
う
」と
い
う
合
言
葉
に
換
え
て
、「
自

ら
可
能
性
を
創
造
す
る
」と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
先
般
、
幸
い
に
も
太
田
国
土
交
通
大
臣
と
直
接
面
談
し
、

道
路
整
備
の
展
望
が
明
る
い
と
の
確
信
を
得
た
。
か
の
滝
室
坂

の
ト
ン
ネ
ル
構
想
も
調
査
が
進
み
、
そ
の
コ
ー
ス
が
見
え
始
め

た
。
国
や
県
に
お
願
い
し
て
き
た
こ
と
は
予
定
通
り
に
進
む
で

あ
ろ
う
。
今
後
は
、
だ
れ
か
に
お
願
い
す
る
と
い
う
姿
勢
か
ら
、

自
ら
創
る
と
い
う
視
点
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
力

本
願
で
は
未
来
は
見
え
て
こ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
。
開
通
式
の
日
、
そ
れ
ま
で
終
点
だ
っ
た
大
野
町
を
訪

れ
た
。
目
指
す
は『
道
の
駅
お
お
の
』で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、

終
点
だ
っ
た
が
、
そ
の
終
点
が
朝
地
イ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
る
。
関
係
者
に
と
っ
て
は
今
後
の
集
客
が
気
に
な
る
の

は
当
然
だ
ろ
う
。

　

訪
れ
て
み
る
と
、
駐
車
場
は
満
杯
。
日
曜
日
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
平
日
に
訪
れ
て
も
そ
れ
な
り
の
活
気

が
見
え
る
。
そ
の
日
は
、
人
気
の
焼
き
芋
甘
太
く
ん
や
特
産
の

豊
の
し
ゃ
も
の
炭
火
焼
き
が
い
い
匂
い
を
漂
わ
せ
て
い
た
。
そ

し
て
、
何
よ
り
、
法
被
を
着
た
売
り
子
さ
ん
た
ち
の
元
気
が
い

い
。
野
菜
も
豊
富
、
手
作
り
の
弁
当
や
サ
ー
ビ
ス
の
鶏
汁
に
も

多
く
の
観
光
客
が
列
を
な
し
て
い
た
。

　

㈱
道
の
駅
お
お
の
の
代
表
取
締
役
を
つ
と
め
る
黒
野
征
二
さ

ん
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。
お
客
さ
ん
の
案
内
も
手
馴
れ
て

い
て
気
持
ち
が
い
い
。
黒
野
さ
ん
に「
終
点
が
大
野
か
ら
朝
地

に
移
る
と
い
う
こ
と
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
お
た
ず
ね

し
た
と
こ
ろ
、
間
髪
入
れ
ず
に
こ
う
話
さ
れ
た
。「
ピ
ン
チ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
し
た
ら
こ
の
魅
力
を
広
げ
、
や
っ
ぱ
り
大
野
が
い
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
か
。
努
力
す
る
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
す
」

と
。
そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
朝
地
も
活
気
づ
く
で
し
ょ
う
し
、

４
年
後
に
竹
田
市
さ
ん
も
ラ
イ
バ
ル
に
な
り
ま
す
も
ん
ね
。
で

も
、
連
携
し
て
こ
の
道
路
の
魅
力
を
宣
伝
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

よ
」と
笑
っ
た
。

　

黒
野
さ
ん
か
ら
地
域
づ
く
り
の
信
念
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
観

光
振
興
の
核
心
は
こ
れ
で
あ
る
。
道
を
整
備
し
て
も
、イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
新
設
し
て
も
、
そ
こ
に『
人
を
迎
え
る
人
が
い
な

け
れ
ば
人
は
遠
ざ
か
る
』と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
。
竹
田
市
は
ど
う
す
る
か
。
ま
ち
が
い
な
く
４
年
後
に

は
鏡
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
道
は
来
る
。

　

ま
ず
、
久
住
高
原
が
大
分
市
や
熊
本
市
に
直
結
さ
れ
る
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
す
で
に
市
民
運
動
と
し
て
、『
久
住
高
原
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
』の
開
設
が
要
望
さ
れ
、
国
も
そ
の
方
向
を
視

野
に
入
れ
た
。
大
船
山
の
観
光
登
山
バ
ス
運
行
も
大
き
な
魅
力

に
な
ろ
う
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
す
ぐ
そ
ば
で
は
、
移

住
・
定
住
の
集
積
地
と
し
て
旧
竹
田
中
学
校
跡
地
で
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
構
想
が
動
き
始
め
る
。
長
湯
ダ
ム
湖
の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド

も
加
わ
り
、
長
湯
温
泉
へ
の
誘
導
も
強
力
だ
。
荻
町
で
は
農
産

物
の
物
流
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
そ
の
も
の
の
建
設
に
期
待

が
膨
ら
む
。

　

心
配
な
の
は
、
城
下
町
だ
。
岡
城
の
魅
力
づ
く
り
は
進
め
る

も
の
の
、
い
ま
の
ま
ま
で
観
光
客
の
足
は
城
下
町
に
向
く
だ
ろ

う
か
。『
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
』。

　

答
え
は
、
道
の
駅
お
お
の
の
地
域
づ
く
り
と
黒
野
代
表
の
言

葉
の
中
に
あ
る
。

あ
と
４
年
、『
お
願
い
す
る
』か
ら『
創
造
す
る
』へ

中
九
州
地
域
高
規
格
道
路
が
朝
地
ま
で
開
通 

―

中
九
州
道「
大
野
～
朝
地
間
」が
完
成
！

大
分
ま
で
さ
ら
に
４
分
短
縮

　

中
九
州
横
断
道
路（
大
分
市
‐
熊

本
市
）の「
大
野
竹
田
道
路
大
野
～

朝
地
間（
延
長
６
・
３
㎞
）」が
完
成
し
、

２
月
15
日
、
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
分
中
心
部
か
ら
竹
田
中
心
部

ま
で
の
所
要
時
間
は
、
国
道
10
号

線
・
57
号
線
を
利
用
し
た
場
合
に
比

較
し
た
時
、
約
16
分
の
短
縮
と
な
り

ま
す
。

　
「
救
急
救
命
率
の
向
上
に
よ
る
住

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
」、「
輸
送

時
間
の
短
縮
に
よ
る
品
質
の
向
上
な

ど
、
地
域
産
業
へ
の
支
援
」な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
野
竹
田
道
路
の
朝
地
Ｉ
Ｃ
か
ら

竹
田
Ｉ
Ｃ
の
間（
延
長
６
・
０
㎞
）は

平
成
30
年
度
に
開
通
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

↑式典に続き、盛大に行われたテープカット
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合
併
10
周
年
を
迎
え
る
本
年
、
竹

田
市
荻
支
所
が
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア

に
移
転
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
福
祉

及
び
健
康
の
増
進
、
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
に
行

政
の
機
能
が
一
体
化
さ
れ
る
こ
と

は
、
今
後
の
荻
地
域
の
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で
移

転
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

○
移
転
先 

　

竹
田
市
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア （
竹
田

市
荻
町
恵
良
原
１
７
７
２
番
地
７
）

○
移
転
時
期 

　

平
成
27
年
３
月
20
日
㈮
午
後
５
時

ま
で
、
現
荻
支
所
で
通
常
業
務
を
行

い
ま
す
。
20
日
㈮
午
後
５
時
以
降
、

戸
籍
事
務
の
届
出
等
は
荻
福
祉
健
康

エ
リ
ア
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
23
日
㈪
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
内

で
通
常
業
務
を
開
始
し
ま
す
。 

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
荻
支
所

　

☎
６
８
―
２
２
１
１

「
荻
支
所
」が
移
転
し
ま
す

竹田市社会福祉協議会直入支所
事務所が移転します
　竹田市社会福祉協議会直入支所の事務所が下
記のとおり移転いたします。

【旧事務所】
平成27年３月25日㈬　旧事務所から転出（予定）
　〔住所〕竹田市直入町大字長湯9067-69 
　　　　竹田市直入保健福祉センター内

【新事務所】
平成27年３月26日㈭　新事務所での業務開始（予定）
　〔住所〕竹田市直入町大字長湯8201
　　　　竹田市直入支所内
　　　　☎75-2216 （電話番号は変りません）

●お問い合せ
　竹田市直入支所いきいき市民課　☎75-2211
　竹田市社会福祉協議会直入支所　☎75-2216

輝ける未来への幕開け
― 10年間の確かな歩みと竹田市の夢ある未来へ向かって ―

竹田市合併10周年記念式典 
　平成27年４月１日で11年目を歩み始める記念の年に、市民の皆さんと10年間の歩みを振り返るとともに、
未来に向け更なる飛躍を目指すため記念式典を開催します。多くの市民皆様のご来場をお待ちしています。

　と　き　　平成27年４月４日㈯　9：00受付／開場
　ところ　　久住公民館くじゅうサンホール

■オープニングアトラクション …………………… 9：30～10：00
　久住高原くたみ太鼓

■記念式典……………………………………………10：00～11：20
　　　　〔第１部〕
　　　　　　１　開式の辞
　　　　　　２  竹田市長式辞
　　　　　　３  竹田市議会議長あいさつ
　　　　　　４　特別功労表彰
　　　　　　５　受賞者代表謝辞
　　　　　　６　来賓祝辞
　　　　　　７　来賓紹介
　　　　　　８　祝電・メッセージ披露
　　　　　　９　未来の竹田市へメッセージ
　　　　　　10　竹田踊り
　　　　　　11　閉式の辞

　　　　〔第２部〕
　　　　　　【合併10周年記念リサイタル】………11：20～12：00
　　　　　　　西　みほ さん（ソプラノヴォーカリスト・竹田市出身）

くたみ太鼓

西  　み  ほ
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平成27年
3月より 降

こ う

灰
は い

予
よ

報
ほ う

が変わります
　気象庁では、平成27年３月より「降灰量」や「小さな噴石の落下範囲」を予測する
新しい降灰予報（量的降灰予報）の提供を始めます。

利用者の用途に合わせて３種類の降灰予報（定時・速報・詳細）を発表します

　竹田市では、公式ホームページに新しい降灰予報を掲載するほか、緊急火

山情報等、即時に対応が必要な情報を J
ジェイ

-A
ア ラ ー ト

LERT（全国瞬時警報システム）によ

り、各家庭の告知放送を通じてお知らせします。

降灰・小さな噴石
・風に流されて広範囲に及びます
・量によって影響や被害が異なります
・水を含むと重くなり被害が拡大します

・強風時には10km以上も流されます
・概ね１cm以上のものから被害が生じます
・車の窓ガラスを割ったり、人にあたれば

ケガのおそれがあります

降灰 小さな
噴石

■新しい降灰予報の特徴

●市町村ごとに発表して利用者の防災対応をよりきめ細かく支援します。

噴火と降灰のイメージ

↑竹田市公式ホームページ
のトップ画面にある、こ
のバナーをクリックして
ください。

噴火していなくても
定期的に発表

噴火したときに
臨時に発表　

降灰予報（定時） 降灰予報（速報） 降灰予報（詳細）
（噴火を仮定した情報）

　噴火のおそれがある火山周辺で、
計画的な行動をとれるように、定
期的（３時間毎）に発表します。

（噴火直後の速報：市町村毎
に発表）

　やや多量以上の降灰が予
測された場合、火山近傍に
いる人が、噴火後すぐ降り
始める火山灰や小さな噴石
への対応をとれるように発
表します。

（噴火後の詳細な予報：市町
村毎に発表）

　火山から離れた地域の住
民も含め、降灰量に応じた
適切な対応行動をとれるよ
うに発表します。
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防　災

降灰量階級とは……
　降灰量を降灰の厚さによって「多量」「やや多量」

「少量」の３階級で表現します。

※降灰予報は、気象庁ホームページで提供するほか、
テレビやラジオなどを通じて伝えられます。

※量的降灰予報についての詳細は、気象庁ホーム
ページをご覧ください。

気象庁リーフレット「降灰予報が変わります」より

●お問い合せ　大分地方気象台　☎097-532-2247

●火山灰が降る量に応じた適切な防災対応をとっ 
ていただくため降灰量を予測します

　

２
月
12
日
、大
分
県
豊
肥
ブ
ロ
ッ

ク
防
災
対
策
推
進
協
議
会
・
竹
田

市
・
豊
後
大
野
市
の
主
催「
平
成
26

年
度
豊
肥
地
区
防
災
講
演
会
」が
竹

田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
気
象
予
報
士
・
防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
花
宮
廣
務
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、「
豊
肥
地
区
に
お

け
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」を

テ
ー
マ
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

近
い
将
来
、
確
実
に
襲
っ
て
く

る
地
震
の
ひ
と
つ「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
」。
Ｍ（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

８
～
９
規
模
で
30
年
の
間
に
起
こ

る
確
立
が
60
～
70
％
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

  

「
た
ま
た
ま
地
震
の
活
動
期
に
大

分
県
に
地
震
が
起
こ
っ
て
い
な
い

か
ら
安
全
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ

が
間
違
い
。
だ
か
ら
怖
い
の
で
す
」

　

花
宮
さ
ん
は
海
溝
型
地
震
の
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
説
し
、
日

本
が
地
震
列
島
・
火
山
列
島
で
あ

る
こ
と
の
再
認
識
を
促
し
て
く
れ

ま
し
た
。

①
海
側
の
プ
レ
ー
ト
年
数
セ
ン
チ

の
割
合
で
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト

の
方
へ
移
動
し
、
そ
の
下
に
潜

り
込
ん
で
い
る
。

②
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の
先
端
部
が

引
き
ず
り
込
ま
れ
、
ひ
ず
み
が

蓄
積
す
る
。

③
ひ
ず
み
が
そ
の
限
界
に
達
し
た

時
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
が
跳
ね

上
が
り
、
地
震
が
発
生
す
る
。

そ
の
際
、
津
波
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
る
。

　

あ
の
３
・
11「
東
日
本
大
震
災
」。

日
本
海
溝
で
起
こ
っ
た
同
じ
こ
と

が
今
、
四
国
沖
で
起
こ
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、「
自
分
の
周
り
の
危
険
個

所
を
確
認
す
る
」「
地
震
に
強
い
住

ま
い（
家
具
の
固
定
）」「
家
族
防
災

会
議（
避
難
ル
ー
ト
・
連
絡
方
法
の

確
認
等
）」「
非
常
持
ち
出
し
用
品
・

非
常
備
蓄
品
の
確
認
」等
、
減
災
に

向
け
て
の
心
構
え
を
示
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
「
知
恵
と
し
て
行
動
・
実
践
に
移

す
こ
と
が
大
事
」。
参
加
者
は
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

  

災
害
に
備
え

　
　
行
動
を
起
こ
す

「
豊
肥
地
区
防
災
講
演
会
」開
催

↑防災の大切さを語る花宮廣務さん

名称 厚さと
キーワード

路面や視界のイメージ
☆とるべき行動

多　
　

量

１㎜以上
【外出を

控える】

路面が完全に
火山灰で覆わ
れ、視界不良
となる

☆外出を控える
☆運転を控える

や
や
多
量

0.1〜1㎜
【注意】

火山灰が降っ
て い る の が
明らかに分か
り、道路の白
線は見えにく
くなる

☆マスク等で防護する
☆徐行運転する

少　
　

量
0.1㎜未満

火山灰が降っ
て い る の が
ようやくわか
り、うっすら
積もる程度

☆窓を閉める
☆フロントガラスを除灰する

南日本新聞社提供
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農　業

阿
蘇
火
山
中
岳
第
一
火
口
の
噴
火
に
伴
う
降
灰
対
策
を
実
施
し
ま
す
！

　

11
月
25
日
の
熊
本
県
阿
蘇
中
岳

の
噴
火
に
伴
い
、
施
設
野
菜（
ト
マ

ト
）の
ほ
か
、
露
地
野
菜（
キ
ャ
ベ
ツ
、

白
菜
、
レ
タ
ス
等
）の
降
灰
に
よ
る

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

依
然
活
発
な
噴
火
活
動
が
続
い
て

い
る
中
で
、
２
月
に
入
っ
て
、
春
野

菜
の
植
え
付
け
作
業
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
は
、
産
地
の
維
持

拡
大
を
促
進
す
る
た
め
に
資
材
購
入

支
援
と
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り
、

健
全
な
野
菜
の
生
産
と
風
評
を
招
か

な
い
よ
う
誘
導
す
る
た
め
、「
降
灰

地
区
営
農
緊
急
支
援
事
業
」の
創
設

を
決
定
し
ま
し
た
。

【
支
援
事
業
内
容
】

１
．
被
覆
等
資
材
関
係
の
購
入
に
対

し
助
成
す
る

　

①
対
象
資
材
…
被
覆
資
材
、
ト
ン

ネ
ル
ビ
ニ
ー
ル
等

　

②
対
象
品
目
…
キ
ャ
ベ
ツ
、
レ
タ

ス
、
白
菜
等

　

③
事
業
主
体
…
協
議
会
、
野
菜
部

会
等

　

④
補
助
率
…
３
分
の
１（
市
費
）

２
．
ハ
ウ
ス
施
設
の
付
着
物
洗
浄
機

材
の
共
同
購
入
助
成

　

①
洗
浄
機
材
共
同
購
入
に
対
し
助

成
す
る

　

②
対
象
機
材
…
背
負
い
灰
除
洗
浄

機
、
ワ
イ
ド
ノ
ズ
ル
灰
除
洗
浄

機

　

③
事
業
主
体
…
協
議
会
、
野
菜
部

会
等

　

④
補
助
率
…
10
分
の
10（
市
費
）

※
施
設
所
有
者
全
施
設
に
対
応
可
と

す
る

３
．
予
算
総
額 

１
４
４
２
万
４
千
円

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
農
政
課　

　

☎
６
３
―
４
８
０
５

次
倉
地
区「
集
落
営
農
」が

優
秀
賞
に
！

　
「
第
46
回
大
分
県
農
業
賞
」の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、「
集
落
営
農
・

む
ら
づ
く
り
部
門
」に
お
い
て
、

次
倉
地
区
集
落
営
農
推
進
協
議
会

が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

次
倉
地
区
は
、
集
落
営
農
に
取

り
組
み
、
農
地
利
用
率
が
１
０
０

％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。（
総
戸

数
34
戸
、
販
売
農
家
数
24
戸
、
高

齢
化
率
57
％
）

　

活
動
の
原
点
は
、
平
成
11
年
設

立
の
農
作
業
受
託
組
織「
次
倉
地

区
受
託
組
合
」。
翌
12
年
に「
次
倉

地
区
集
落
営
農
推
進
協
議
会
」が

生
ま
れ
、
集
落
営
農
の
効
率
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に「
農
事
組
合
法
人

次
倉
」を
設
立
。「
害
獣
に
対
す
る

奨
励
制
度
」や「
防
護
柵
設
置
積
立

金
の
創
設
」、「
白
水
ダ
ム
へ
の
農

道
の
植
栽
」、「
地
区
外
の
若
者
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
候
補
育
成
」な
ど
、

農
業
を
通
じ
て
集
落
全
体
に
働
き

か
け
て
い
く
司
令
塔
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

「
不
安
」と「
風
評
」を
払
拭
へ

↑記者会見で「風評被害を払拭するためにも、一刻
も早い対処が必要だと考えて、決断をしました」
と説明する首藤市長

↑噴煙が立ちのぼる阿蘇山。１月初旬撮影（写真提供・入田分館）

↑「優秀賞」を受賞した次倉地区集落営農
推進協議会

品質向上と生産拡大を目指して！
「つや姫のちからコンクール」

　大分県産米の新品種「つや姫」の収量・品
質の高位平準化の啓発を目的として、 平成
26年度豊肥地区「つや姫のちから」コンクー
ル表彰式が開催されました。 生産者39名（竹
田市21名、豊後大野市18名）
　結果は次のとおりです。

【総合部門（食味・単収・検査等級・ほ場管理）】 
　第１位・三代和寿（豊後大野市緒方町）
　第２位・大塚和彦（竹田市直入町）
　第３位・大塚　博（竹田市直入町）

【食味部門】
　最優秀賞・倉橋政勝（竹田市久住町）

【単収部門】
　最優秀賞・本田武範（竹田市）

【ほ場管理部門】
　最優秀賞・佐藤秀春（豊後大野市緒方町）        

（敬称略）
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福　祉

➡
自立相談支援事業
　お困りごとの相談を受け、ど
のような支援が必要か一緒に考
えます。
　また、必要に応じて関係機関
につなぎます。

(相談窓口：事業受託者)
竹田市社会福祉協議会

☎63-1544

家計相談支援事業
家計の立て直しや債務の見直しなどを助言し、生活の再生を支援します。

就労準備支援事業
就労に向けてのスキルアップセミナーの開催や就職への不安の軽減を図
り、一般就労や就労訓練などにつなぎます。

その他自立に資する事業
子どもの学習支援や生活困窮状態からの自立に資する事業を行います。

安心・安全な地域づくりのために

生活困窮者自立支援制度が
始まります
 
　いろいろなことが原因で、生活に不安を感じている方、家計のやりくり
に悩んでいる方などのために、「生活困窮者自立支援制度」が４月から始ま
ります。
　この制度は、行政、住民、社会福祉協議会やハローワークなどの各種関
係団体が協働して、困っている方を支えあう仕組みをつくり出すものです。
また、個々の悩みの解決や生活の再建のために、一歩踏み出すお手伝いを
する制度です。
　詳しくは、２月の広報たけたと一緒に配布した左のパンフレットをご覧
ください。

（制度についてのお問い合せ）　竹田市福祉事務所　☎63-4811

4月から

平成27年4月からの保育所等の利用者負担額を一部改定します
　広報たけた１月号でお知らせした平成27年４月からの利用者負担額の一部を国の基準額の変更に伴い引き下
げます。
　また、小学校就学前の５歳児の利用者負担額の上限額も引き下げます。

◎１号認定（教育利用）の満３歳～５歳児の場合（給食費等は施設毎で別途）

★子育て世帯の負担軽減のため実施する小学校就学前の５歳児の保育所等の利用者負担額
の上限額については下表のとおり引き下げます。

対象施設：認定こども園、新制度に移行する私立幼稚園（現在竹田市には対象施設はありません。）

利用者負担額の一部改定

改定前

改定前

改定後

改定後

区　分
（市民税年間所得割額）

市徴収基準額（円）

非課税世帯 3,000

認定区分 上限額（円）
１号認定（教育利用） 14,300
２号認定（保育利用） 18,400

認定区分 上限額（円）
１号認定（教育利用） 12,000
２号認定（保育利用） 13,000

区　分
(市民税年間所得割額)

市徴収基準額（円）

非課税世帯 2,000
➡

➡
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交　流

未
来
に
続
く 

歴
史
的
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
の
音
風
景
百
選「
岡
城
阯
の
松
籟
」の
復
活
へ

　
「
２
月
13
日
」は
中
川
秀
成
公
が
播

州
三
木
か
ら
豊
後
岡
に
御
入
国
し
て

き
た
日
で
す
。
秀
成
公
は
播
州
の
松

が
大
好
き
で
三
木
か
ら
松
を
取
り
寄

せ
岡
城
に
植
え
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
49
年
、
岡
城
跡
の
本
丸
、
二

の
丸
の
老
松
は
松
く
い
虫
の
被
害

と
老
衰
の
た
め
枯
れ
、
切
り
倒
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
兵
庫
県
三

木
市
長
、
大
原
義
治
氏
か
ら
、
ク
ロ

マ
ツ
の
苗
木
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、

風
情
の
あ
る
松
籟
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
40
年
。
岡
城
に
は
松

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

年
竹
田
市
の
市
町
合
併
10
周
年
を
記

念
し
て
、
三
木
市
か
ら
再
び「
松
」を

寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
、

２
月
13
日
に
城
原
八
幡
社
、
竹
田
市

各
支
所
、
岡
城
但
見
屋
敷
跡
で
植
樹

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
三
木
市
か
ら
い
た
だ
い
た

ク
ロ
マ
ツ
の
本
数
は
22
本
。
岡
城
の

植
樹
式
に
は
、
三
木
市
の
薮
本
吉
秀

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
訪
問
団

20
名
と
、
地
元
竹
田
市
民
を
含
め
た

約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

薮
本
市
長
は「
三
木
の
松
が
恋
し

い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
縁

が
あ
り
ま
す
。
４
２
０
年
前
か
ら
続

く
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い〝
絆
〟が
太

い
パ
イ
プ
と
な
り
、 

三
木
・
竹
田
の

両
市
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を

願
い
ま
す
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
木
市
民
を
代
表
し
て
、
木

梨
美
知
子
さ
ん
が「
立
ち
あ
え
て
嬉

し
い
。
松
の
元
気
な
成
長
を
見
守
り

な
が
ら
、
三
木
市
と
竹
田
市
の
末
長

い
交
流
が
続
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

深
ま
る
交
流

茨
木
商
工
会
議
所
会
報
誌

の
表
紙
を
飾
っ
た「
竹
田

の
風
景
」シ
リ
ー
ズ 

　

歴
史
文
化
姉
妹
都
市
・
茨
木
市

と
の
合
併
を
記
念
し
て
こ
の
１
年

間
、
茨
木
市
商
工
会
議
所
の
発
行

す
る
会
報
誌「
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
い

ば
ら
き
」の
表
紙
に
、「
岡
城
桜
ま

つ
り
」、「
瀧
廉
太
郎
記
念
館
」、「
久

住
高
原
」等
の
竹
田
の
風
景
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
後
の
表
紙
を
飾
る
３

月
号（
３
月
１
日
発
行
）は
、
中
川

秀
成
公
に
思
い
を
馳
せ
て「
赤
岩

か
ら
眺
め
る
竹
田
盆
地
の
景
観
」

を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

発
行
部
数
は
２
０
５
０
部
、
そ

の
う
ち
１
８
５
０
部
が
会
員
事
業

所
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三み

木き

の
松
が
つ
な
ぐ
、
深
き「
縁
」

←三木のクロマツを植樹する
　薮本三木市長と首藤竹田市長

↑「ハイ、みっき～」　友好記念植樹を祝う三木・竹田市民（岡城但見屋敷跡）

姉妹都市・仙台市から届いた
仙台張子  松川だるま
　古くから仙台庶民の信仰の中に親しまれてき
た『だるま』は、天保年間（1830～1844）伊達藩の
藩士 松川豊之進が創始したものといわれており、
初代本郷九三郎が松川氏の弟子となり、現代の本
郷家十代目が継承しています。昭和60年に県伝
統工芸品に指定。構造や着色、表情は昔のままで、
現在も市民の心にやすらぎを与えています。
※本庁舎の市民ロビーに展示中。ぜひご覧ください。

↑「ハーモニックいばらき」 ↑写真右が仙台の「松川だるま」 （左は竹田の姫だるま）
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健康一直線

花
粉
症
っ
て
ど
う
に
か
な
ら
な

い
も
の
だ
ろ
う
か
？

　

こ
の
季
節
、
ス
ギ
花
粉
症
で
苦
し

ん
で
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
は
ヒ
ノ
キ
花
粉
症
も
併
せ
持
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
５
月
く

ら
い
ま
で
目
の
か
ゆ
み
、
鼻
水
、
の

ど
の
痛
み
が
続
く
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
は
、
夏
に
は
イ
ネ
科
の

花
粉
、
秋
に
は
キ
ク
科
の
花
粉
、
そ

し
て
冬
に
な
る
と
、
多
く
は
な
い
も

の
の
、
再
び
ス
ギ
が
花
粉
を
飛
ば
し

ま
す
。

　

花
粉
症
が
増
え
た
原
因
は
、
戦
後

に
大
量
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
が
開
花
適

齢
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
や
、
温
暖

化
や
車
の
排
気
ガ
ス
が
悪
化
要
因
に

な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。
都
会
よ
り

田
舎
に
花
粉
症
が
多
い
の
は
そ
の
た

め
で
す
。
さ
ら
に
は
、
不
規
則
な
生

活
リ
ズ
ム
や
食
生
活
も
悪
化
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、花
粉
症
に
な
る
と
、フ
ル
ー

ツ
を
食
べ
て
の
ど
が
痛
く
な
っ
た
り
、

唇
が
腫
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
大
好
き
だ
っ
た
フ
ル
ー
ツ
が

食
べ
ら
れ
な
く
な
る
な
ん
て
ど
う
い

う
こ
と
？
」と
疑
問
に
思
わ
れ
る
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

は
花
粉
の
蛋
白
と
、
フ
ル
ー
ツ
の
蛋

白
が
似
て
い
る
た
め
、
体
が
フ
ル
ー

ツ
を
花
粉
だ
と
間
違
え
て
ア
レ
ル

ギ
ー
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
原

因
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

と
ト
マ
ト
」、「
カ
モ
ガ
ヤ
、
ブ
タ
ク

サ
と
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
キ
ウ
イ
」、

「
シ
ラ
カ
バ
と
リ
ン
ゴ
、
モ
モ
、
メ

ロ
ン
」な
ど
で
す
。
稀
な
が
ら
食
べ

た
り
、
す
ぐ
に
運
動
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
中

和
し
て
く
れ
る
飲
み
薬
、
点
鼻
薬
、

点
眼
薬
が
あ
り
ま
す
。
ひ
ど
い
症
状

が
で
る
人
は
、
シ
ー
ズ
ン
前
か
ら
予

防
し
て
お
く
と
、
弱
い
薬
だ
け
で
も

症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
重
症
な
人
は
、
数
年
か
け

て
花
粉
を
注
射
し
た
り
、
口
に
含
ん

だ
り
す
る
免
疫
治
療
も
あ
り
ま
す
の

で
、
か
か
り
つ
け
の
先
生
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

第８回

　

平
成
22
年
３
月
策
定
の
「
竹
田
市

食
育
推
進
計
画
」
に
沿
っ
て
食
育
を

広
く
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成

23
年
度
に
立
ち
上
が
っ
た
食
育
推
進

委
員
会
。
委
員
会
は
食
に
関
係
す
る

市
の
団
体
か
ら
15
名
と
、
市
役
所
の

９
つ
の
関
係
各
所
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
５
年
が
経
過
す
る
計
画

の
見
直
し
の
年
で
あ
る
た
め
、
第
２

回
目
の
会
議
は
研
修
を
兼
ね
て
、
食

育
の
先
進
地
で
あ
り
、「
食
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
進
め
る
佐
伯
市
に
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
佐
伯
市
企
画
課
食

育
推
進
係
の
柴
田
真
佑
氏
か
ら
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
は
、「
食

育
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
さ
せ
る

に
は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
手
法
と

し
て
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
と

い
わ
れ
る
や
り
方
で
、
カ
フ
ェ
で
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
よ
う
な
打
ち

解
け
た
雰
囲
気
の
中
、
皆
さ
ん
が
本

音
で
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
か
ら
は
脱
線
し
た
り
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
食
に
ま
つ

わ
る
内
容
を
み
ん
な
が
真
剣
に
語
り

合
う
場
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
第
２
期

計
画
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド
も
飛
び

出
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
大
切
な
あ

の
人
に
伝
え
た
い
食
育
と
は
？
」
に

つ
い
て
も
想
い
を
語
り
、
和
や
か
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

食
に
関
す
る
問
題
・
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
食
育
は
ま
ず
は
楽

し
く
取
り
組
む
こ
と
が
第
一
で
、
そ

の
中
で
食
の
大
切
さ
や
、
作
っ
て
く

れ
る
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
た
研
修
と
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
気
持
ち
が
次
世

代
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
皆
の

願
い
で
す
。

　

今
後
も
様
々
な
機
会
に
こ
の
よ
う

な
語
り
合
い
の
場
が
広
が
る
こ
と
、

そ
し
て
来
年
度
か
ら
の
第
２
期
計
画

を
う
ま
く
活
用
し
、
今
後
も
あ
ち
こ

ち
で
楽
し
く
食
育
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
竹
田
市
食
育
推
進
委
員
会
）

食育活動レポート
竹田市食育推進委員会

米粉ロールケーキ

「
食
育
」 

ま
ず
は
楽
し
む
こ
と
。

↑「食のまちづくり」を進める佐伯市で開かれた研修
に参加した食育推進委員会のみなさん

◆現在まち中で米粉料理講習会開催中！
　竹田産の米粉をうまくお料理やお菓子作りに役立
てましょう。

〈材料〉１本分
卵……………５個
三温糖………100g
米粉…………100g
バター………25g
牛乳…………45cc
生クリーム…300cc
三温糖………24g

〈作り方〉
①卵をほぐし、湯煎で温めながら少

しずつ三温糖を加え人肌になるま
で温める。

②ミキサーで白くもったりするまで
泡立てる。

③ふるった米粉を加えさっくりと軽
く混ぜる。		

④柔らかくしたバターと牛乳を加え、
混ぜ合わせる。

⑤天板に流し込み180℃に温めてお
いたオーブンで約10分間焼く。

⑥泡立てた生クリームと果物などを
巻く。



22広報たけた  平成27年３月号

↑〔写真①〕祭壇の残るキリシタン洞窟

↑〔写真②〕大津家の屋敷の裏に並ぶ洞窟。左端が汲
み取り式のトイレになっている

↑〔写真④〕大津家の
十字家紋

←〔写真⑥〕岡藩火薬製
造所跡（旧竹田中学
校体育館側）

〔写真⑦〕大津家で実際
に 製 造 さ れ た 大 砲 の
弾。 直 径 約6.5cm、 重
量約800g　　　　　→

〔写真⑤〕巨大なキリシタン墓が残る大津家の墓地

〔写真③〕屋敷に続く石段にはカマボコ石が連なっている→

22広報たけた  平成27年３月号
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ミステリアス！竹田キリシタン Ⅱ

　

既
に「
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン　

第

一
部
」で
城
下
町
に
点
在
す
る
稲
荷
と
洞
窟
は
取
り

上
げ
た
が
、「
あ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
防
空
壕
」と

い
う
声
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
殿
町
洞

窟
礼
拝
堂
以
外
の
洞
窟
を
キ
リ
シ
タ
ン
と
関
連
付

け
る
証
拠
が
無
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
こ

に
き
て
重
要
な
証
言
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
、
今
後
の
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
の
研
究
に
お

い
て
大
き
な
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

証
言
は
元
植
木
大
庄
屋
の
大
津
氏
か
ら
得
ら
れ

た
。
そ
の
屋
敷
は
立
派
で
大
き
く
、
古
い
カ
マ
ボ

コ
石
が
連
な
っ
て
い
る（
写
真
③
）。
問
題
の
洞
窟

は
屋
敷
に
向
か
っ
て
左
側
に
あ
っ
た
。
洞
窟
は
３

つ
並
ん
で
お
り
、
右
端（
写
真
①
）は
ほ
ぼ
五
角
形

で
中
に
は
広
い
祭
壇
が
あ
り
、
真
ん
中
の
洞
窟（
写

真
②
）は
内
外
共
に
長
方
形
で
、
左
端（
写
真
②
）に

は
汲
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
が
残
っ
て
い
る
。
大
津

氏
の
話
に
よ
る
と
、
そ
の
洞
窟
は
三
代
目
当
主
の

弟
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
禁
教
下

で
キ
リ
シ
タ
ン
を
匿
う
た
め
に
掘
ら
れ
、
紛
れ
も

な
く
キ
リ
シ
タ
ン
が
隠
れ
住
ん
だ
と
い
う
の
だ
。

大
津
家
で
は
古
く
か
ら
先
祖
が
キ
リ
シ
タ
ン
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
信
仰
心
は

見
事
な
十
字
家
紋（
写
真
④
）と
、
巨
大
な
墓
石（
写

真
⑤
）に
も
表
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
墓
石

は
以
前
、
専
門
家
が
調
査
に
来
た
際
に
、
明
ら
か

に
キ
リ
シ
タ
ン
墓
と
断
言
し
た
そ
う
だ
。
た
だ
、

私
的
に
は
、
こ
こ
に
隠
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
と
は
信

者
で
は
な
く
、
実
は
南
蛮
人
の
宣
教
師
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
明
治
初
期
ま
で

こ
こ
に
火
薬
工
場
が
あ
っ
て
弾（
写
真
⑥
）を
製
造

し
て
お
り
、
岡
藩
が
大
砲
で
試
し
撃
ち
を
行
っ
て

い
た
が
、
火
薬
の
製
造
に
は
南
蛮
人
宣
教
師
が
深

く
関
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

戦
国
時
代
の
大
名
は
火
薬
の
原
料
と
な
る
硝
石

を
南
蛮
諸
国
か
ら
競
っ
て
輸
入
し
た
が
、
江
戸
幕

府
に
な
っ
て
硝
石
の
輸
入
を
禁
止
さ
れ
た
諸
藩
は

火
薬
の
製
造
に
苦
労
す
る
。
だ
が
、
岡
藩
で
は「
久

住
方
式
」と
呼
ば
れ
る
独
自
の
方
法
で
、
久
住
硫
黄

山
の
噴
煙
の
中
か
ら
硫
黄
を
取
り
出
し
、
硝
石
も

人
糞
、
尿
を
利
用
し
て
製
造
し
た
。
さ
ら
に
、
鉄

砲
の
弾
に
な
る
鉛
は
尾
平
、
木
浦
の
両
鉱
山
か
ら

豊
富
に
産
出
さ
れ
た
。
火
薬
や
弾
の
原
料
に
は
事

欠
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本

人
に
こ
れ
ら
の
原
料
を
駆
使
し
て
火
薬
を
製
造
す

る
化
学
知
識
は
無
く
、
南
蛮
渡
来
の
知
識
と
技
術

に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
洞
窟
に
隠
れ
住
ん
だ
の
は
日
本
人
で
は
な
く
、

岡
藩
内
で
火
薬
製
造
の
技
術
指
導
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
隠
れ
住
ん
だ
南
蛮
人
宣
教
師
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
う
の
だ
。

　

だ
が
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
宣
教
師
が

禁
教
下
で
大
庄
屋
宅
に
隠
れ
住
ん
だ
こ
と
に
は
謎

と
疑
問
が
残
る
。
洞
窟
が
掘
ら
れ
た
の
は
江
戸
初

期
と
い
う
か
ら
、
遅
く
と
も
二
代
藩
主「
久
盛
公
」

の
時
代
と
推
測
さ
れ
る
が
、
大
庄
屋
は
藩
主
の
宿

泊
所
で
も
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
江
戸
末
期
ま
で

キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
が
続
け
ら
れ
た
こ
と
を
藩
が
本

当
に
知
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
こ
の

庄
屋
で
も
屋
敷
は
踏
絵
の
会
場
に
な
っ
た
が
、
こ

こ
で
は
踏
絵
を
踏
ま
せ
ず
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ

れ
た
宣
誓
文
を
読
む
だ
け
で
許
さ
れ
た
と
い
う
点

も
驚
き
で
あ
る
。
あ
え
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
を
見
逃

し
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

岡
藩
が「
隠
れ
」で
は
な
く
、
藩
ぐ
る
み
の「
隠
し

キ
リ
シ
タ
ン
」で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
断
言
で
き
な

い
。
た
だ
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
岡
藩
は

御
禁
制
の
キ
リ
シ
タ
ン
ベ
ル「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
」

を
明
治
に
な
る
ま
で
城
の
中
に
隠
し
も
っ
て
い
た

事
実
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば

い
い
の
だ
ろ
う
か
。
重
要
な
証
言
と
裏
腹
に
、
謎

は
４
０
０
年
を
経
た
今
も
植
木
大
庄
屋
の
キ
リ
シ

タ
ン
洞
窟
に
渦
巻
い
て
い
る
。

（
南
蛮
文
化
振
興
室
長　

後
藤
篤
美
）

参
考
文
献
・
大
津
家
文
書
、
明
治
村
誌
、
東
部
教

育
会
修
身
科
郷
土
資
料
明
治
村
之
部

竹
田
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
岩
を
掘
っ
た
洞
窟
。
そ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
連
が

疑
わ
れ
な
が
ら
も
証
拠
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
４
０
０
年
を
経
た
現
代
に
、
そ
れ
を
立
証
す
る
証
言
が
浮
上
し
た
。

大
庄
屋
の
家
に
掘
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
洞
窟
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豊
岡
小
学
校
で
は
、
59
名
の
児
童

が
朝
の「
お
は
よ
う
タ
ッ
チ
」か
ら
始

ま
り
、
休
み
時
間
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

遊
ぶ
な
ど
、
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
10
月
よ
り

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」が
本
校
ラ
ン

チ
ル
ー
ム
内
に
設
置
さ
れ
、
放
課
後

も
児
童
の
声
が
こ
だ
ま
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
校
の
特
色
と
し
て
、
地

域
の
方
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
特

に
、
豊
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

と
は
、６
月
の
校
舎
周
辺
の「
コ
ス

モ
ス
植
え
」、７
月
の「
豊
小
ふ
れ
あ

い
祭
り
」、９
月
の「
秋
季
大
運
動
会
」、

１
月
の「
新
春
遊
び
集
会
」と
、
年
間

を
通
じ
て
交
流
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
一
緒
に
作
業
を
し
た
り
、
七

夕
飾
り
を
作
っ
た
り
、ゲ
ー
ム
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か

ら
昔
の
遊
び
を
習
い
、
一
緒
に
遊
ん

だ
り
、
短
冊
の
こ
よ
り
の
作
り
方
を

習
う
な
ど
、
新
し
い
発
見
を
多
く
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
か
ら
は
、「
子
ど
も
と
一
緒
に
過
ご

す
こ
と
で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
」

な
ど
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
10
月
の「
き
む
れ
城
址
公

園
祭
り
」で
は
、
本
校
の
４
～
６
年

生
が
出
し
物（
本
年
度
は「
組
体
操
」）

を
披
露
し
、
地
区
の
人
々
と
交
流
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、５
年
生
は
、
鹿

口
・
上
鹿
口
中
山
間
事
業
の
構
成
員

の
方
と
田
植
え
や
稲
刈
り
と
い
っ
た

稲
作
体
験
を
通
し
て
、
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。
１
月
に
は
収
穫
祭
も
行

わ
れ
、
年
間
を
通
し
た
交
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
交
流
以
外
に
も
、
今
年

度
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｇ
竹
田
総
合
学
院
で
の

専
任
講
師
に
よ
る
野
焼
き
体
験
や
藍

染
め
体
験
、
ま
た
、
竹
磨
き
や
飾
り

付
け
・
竹
灯
籠
の
点
灯
作
業
等
に
よ

る
竹
楽
へ
の
参
加
等
、
地
域
に
出
か

け
て
の
活
動
も
た
く
さ
ん
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
内
容
を
工
夫
し
な

が
ら
、
地
域
と
の
交
流
を
積
極
的
に

行
い
、
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
教
頭　

工
藤 

賢
明
）

↑コスモス植え

↑豊小ふれあい祭り　

↑稲刈り

↑倉橋桂吾氏の墓

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
地
域
交
流
」

今
月
の
学
び
舎

豊
岡
小
学
校

113

　

明
治
22
年
有
氏
村
・
栢
木
村
・

仏
原
村
は
合
併
し
た
。
字
石
田
の

倉
橋
定
夫
は
初
代
村
会
一
級
議

員
に
当
選
し
、
産
声
を
上
げ
た
ば

か
り
の
都
野
村
の
基
礎
作
り
に

活
躍
し
た
。
定
夫
氏
が
明
治
２
年

建
築
の
堅
牢
な
二
階
建
て
自
宅

は
、
１
４
６
年
を
経
た
今
も
狂
い

が
無
く
、
基
礎
工
事
や
建
築
様
式

に
力
を
注
い
で
い
た
。
定
夫
氏
は

長
女
イ
ツ
ヨ
の
婿
に
、
旧
阿
蘇
野

村
の
桂
吾
氏
を
迎
え
た
。

　

倉
橋
桂
吾
氏
は
家
業
の
米
問

屋
を
継
い
だ
。
温
厚
な
人
柄
と

堅
実
な
営
業
ぶ
り
で
忽
ち
業
域

は
広
ま
り
、
都
野
・
久
住
・
長

湯
・
白
丹
は
も
と
よ
り
産
山
村
等

の
県
外
産
米
ま
で
一
手
に
集
荷

し
、
大
分
郡
竜
原
の
日
吉
屋
に
荷

送
り
し
た
と
い
う
。

　

明
治
20
年
県
道
久
住
庄
内
線

が
開
通
し
物
資
の
輸
送
も
活
発

に
な
り
、
駄
馬
送
り
か
ら
荷
馬
車

へ
と
変
わ
っ
た
。
三
十
数
戸
の
石

田
地
区
に
荷
馬
車
22
台
、
都
野
村

全
体
で
は
数
十
台
に
及
び
、
激
化

す
る
輸
送
業
者
を
毎
日
受
け
荷

方
・
送
り
荷
方
と
公
平
に
振
り
分

け
、
合
理
的
運
営
に
気
を
配
り
、

近
代
的
な
経
営
感
覚
で
優
れ
た

手
腕
を
発
揮
し
た
。
氏
は
明
治
45

年
村
会
議
員
に
当
選
し
た
。
都
野

村
の
発
展
の
た
め
建
設
的
な
意

見
を
積
極
的
に
主
張
し
た
。

　

至
誠
院
釈
順
正
信
士
、
大
正
７

年
12
月
４
日
亡
、
行
年
54
歳
と
あ

る
氏
の
墓
碑
は
、
倉
橋
家
の
守
り

神
八
塚
大
明
神
近
く
の
墓
地
内

に
、
先
代
よ
り
一
回
り
小
さ
め
の

養
父
の
墓
碑
の
前
に
、
更
に
一
回

り
小
さ
く
納
ま
っ
て
い
る
。
他
界

さ
れ
て
96
年
、
家
系
は
絶
え
た
が

家
姓
「
倉
橋
」
が
地
名
で
残
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
県
道
久
住
庄
内
線

の
バ
ス
停
「
倉
橋
」
で
あ
り
、
当

時
の
倉
橋
家
の
知
名
度
を
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
久
住
町
誌
、
都
野
百
年
の
歩

み
参
照
。

（
退
職
校
長
会
都
野
分
会
、
文
責
・

工
藤
晃
）

家系絶えても家姓「倉橋」が地名で残る  運送業創始者  倉
くら

橋
はし

桂
けい

吾
ご
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【一般の本】
・サラバ！　上・下巻（小学館）　　　　　　西　加奈子
・九年前の祈り（講談社）　　　　　　　　　小野　正嗣
・悲嘆の門　上・下巻（毎日新聞社）　　　　宮部みゆき
・天佑なり　上・下巻（角川書店）　　　　　幸田　真音
・千春の婚礼　新御宿かわせみ〔５〕（文藝春秋）平岩　弓枝
・知的生活習慣（筑摩書房）　　　　　　　　外山滋比古
・魂の居場所を求めて（河出書房新社）
　　　　　　　　　　　　　　白州　正子／前　登志夫

・おにぎらず失敗なしでかわいくパパッと（宝島社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しらいしやすこ

・よい親でなくとも子は育つ（ジャパンマシニスト社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利　子来

・ヨーガとからだの科学（東宣出版）
　　　　　　　　　　　スワミ・ヨーガスワルバナンダ

【子どもの本】
・ふしぎ駄菓子屋銭天堂（偕成社）　　　　　廣嶋　玲子
・ぼくのマルコは大リーガー（文研出版）　　小林しげる
・ルルとララのコットンのマカロン（岩崎書店）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あんびるやすこ

・ドラえもん科学ワールド（小学館）　 藤子・F・不二雄
・なぜ？どうして？科学のふしぎな話（ナツメ社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本科学未来館

他 50冊ほど入りました

新刊のご案内
図書館の
お知らせ

３ 月

みんなのゆうがくかん

　３月９日㈪～13日㈮まで蔵書点検のため休
館します。よろしくお願いします。

「とんでもない奴」

「高崎山のベンツ」
江口　絵里作（ポプラ社）

　２月11日は「ベンツの日」。いくつもの記録をぬりかえ
伝説になった一匹のサル。高崎山から「名誉ボス」の称号
を贈られたベンツが、2013年12月、山に姿を消すまでの波
乱の一生を追ったノンフィクションです。

　時には辛辣に、ある時はユーモアで世の中の真理をすくいと
る「週刊新潮」人気連載の痛快コラム集。見方を変えれば、世
の中かくも奥深い！「あえてこの本には政治経済についてのも
のを少なくして、読者への「おもてなし」の心をいつも忘れな
い私なのだ」と語る作者のエッセイはいかがでしょうか！

一般の本

子どもの本

司書おすすめの1冊

藤原　正彦（新潮社）

日 月 火 水 木 金 土
1

◯く
◯な

2
◯お

3 4 5 6 7 ◯お
◯く
◯な

8
◯く
◯な

9
◯お

10 11 12 13 14◯お
◯く
◯な

15
◯く
◯な

16
◯お

17 18 19 20 21◯お
◯く
◯な

22
◯く
◯な

23
◯お

24 25 26 27 28◯お
◯く
◯な

29
◯く
◯な

30
◯お

31

　　（アミ）が図書館の休館日
◯お ＝荻図書室　◯く ＝久住図書室
◯な ＝直入図書室

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

休館日カレンダー

今

月
の読
み聞か

せ

○ブックスタート　
　３月４日㈬ 13:30〜（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10:30～11:00（竹田市立図書館えほんのへや）
　（３月10日㈫はお休みです）
○おはなしルーム
　３月５日㈭ 14:00～14:30（南部幼稚園）
　３月12日㈭ 14:00～14:30（竹田幼稚園）
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応
募
総
数
が
倍
増
！
「
今
を
生
き
る
詩
歌
」が
誕
生
し
ま
し
た

　

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
短
歌
講
座
を

更
に
発
展
さ
せ
、
今
を
生
き
る
詩
歌
の
ま
ち
を
目
指
そ
う
と
、
３
月
７
日
に「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
の
開
催
に
先
立
ち
短
歌
作
品
を
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
１
３
３
６
首
の
ご
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
者
は
竹
田
市
出
身
で
歌
人
の
川
野
里
子
さ
ん
。
入
選
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
４
回「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」入
選
作
品
発
表

★
題
詠「
月
」・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

留
守
電
に
亡
妻（
つ
ま
）の
美
声
の

録
音
が
残
っ
て
お
り
ぬ
満
月
の
よ
う　
　

（
静
岡
県
・
大
庭
拓
郎
）

優
秀
賞
（
順
不
同
）

　（
順
不
同
）

気
持
ち
ま
で
透
け
る
気
が
し
て
君
か
ら
の
手
紙
を
月
に
か
ざ
す
金
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
広
島
県
・
杉
田
佳
凜
）

月
の
夜
を
影
踏
み
遊
び
し
馬
車
の
道
ふ
る
さ
と
大
連
異
国
と
な
れ
る

（
竹
田
市
・
工
藤
昭
子
）

★
自
由
題
・
一
般
の
部

最
優
秀
賞

あ
の
時
の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
が
朽
ち
て
い
る

１
２
７
ペ
ー
ジ『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』　　

（
東
京
都
・
藤
原
敏
宏
）

優
秀
賞
（
順
不
同
）

窓
の
な
い
キ
ッ
チ
ン
に
立
ち
オ
ク
ラ
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
切
り
の
星
が
床
に
転
が
る

（
東
京
都
・
岡
部
美
穂
）

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
で
こ
ぼ
こ
の
皮
剥
き
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
へ
て
ゐ
る
こ
と
も
で
こ
ぼ
こ

（
大
分
市
・
後
藤
史
子
）

★
題
詠「
月
」・
青
少
年
の
部

最
優
秀
賞

濃
紺
の
空
に
光
っ
た
オ
リ
オ
ン
と

月
の
み
ゆ
る
は
あ
の
秘
密
基
地　
　

（
竹
田
市
立
竹
田
南
部
中
学
校
・
久
保
田
葉
月
）

優
秀
賞
（
順
不
同
）

満
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
き
ら
め
い
た
見
た
こ
と
の
な
い
初
め
て
の
街

（
宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
森
屋
利
香
）

さ
し
こ
ん
で
手
元
を
照
ら
す
月
あ
か
り
月
も
ね
ぎ
ら
う
我
が
勤
勉
さ

（
竹
田
市
立
久
住
中
学
校
・
小
寺
正
晃
）

★
自
由
題
・
青
少
年
の
部

最
優
秀
賞

傍
に
居
た
い
近
づ
き
た
く
て
そ
の
た
め
に

傷
つ
け
ち
ゃ
う
の
画
鋲
の
心　
　

（
宮
崎
西
高
校
・
前
田
彩
子
）

優
秀
賞
（
順
不
同
）

ご
め
ん
な
と
言
っ
て
な
い
の
に
許
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僕
の
心
境
ス
ン
マ
セ
ン
ダ
ス
ン

（
竹
田
市
立
竹
田
中
学
校
・
眞
田
岳
陽
）

雪
の
中
を
か
け
て
く
き
つ
ね
眺
め
て
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
見
え
ぬ
の
に
ど
こ
へ
行
く
の
か

（
宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
佐
伯
健
太
）

　

応
募
作
品
の
講
評
と
表
彰
、川
野
里
子
さ
ん
の
講
話
を
兼
ね
た「
荒

城
の
月
短
歌
大
会
」は
以
下
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日　

時
／
３
月
７
日（
土
）　

13
時
～
15
時
30
分

場　

所
／
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
／
無　

料

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報
課 

☎
０
９
７
４
ー

６
３
ー

４
８
０
１

　
「
今
後
の
作
品
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
ほ
し
い
」と
、
選
者
の
川
野
里
子
さ
ん

が
青
少
年
向
け
に
短
歌
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ「
た
け
た
ホ
ッ
と
タ
イ
ム
ス
」に
近
日
登
場
。
放
送
日
時
は
未
定
。
定
期

的
に
番
組
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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籾山八幡社参道の福寿草が「池坊花逍遥100選」に！

カボスがつなぐ山と海の交流会が初開催！

「広報たけた」県広報コンクール（広報写真の部）で特選！

3/15「長湯山野草の会」がお茶会を開いてお祝いします

「かぼす」「かぼすブリ・ヒラメ」生産者たちが交流

昨年８月号表紙「すごあまちゃん！」が全国コンクール推薦へ

　竹田市直入町長湯の籾山八幡社参道に咲く福寿草、その周辺のアズマ
イチゲが華道の心を映す「池坊花逍遥100選」に選出されました。これは、
一般財団法人池坊華道会が花の産業と文化を守り育てる「花き振興法」制
定を祝して、地域に根差した花き産業の活性化や、華道文化や花育の推
進につながる取り組みを行っていこうと、未来に残したい日本の花風景
として、全国より募集したものです。
　近年パワースポットとして脚光を浴びている「籾山八幡社」には、県指
定天然記念物の大ケヤキがあり、その周辺に福寿草が群生しています。
その華やかな光景を一目見ようと、毎年県内外から多くの観光客がこの
地を訪れています。
　この「福寿草」、「アズマイチゲ」を管理し、保護活動を続ける佐藤美智
江さん。20年以上前に、クヌギの山に育っていた植物がスギ山になって
いくにつれて、その存続が心配になり、自分の畑や近くのクヌギ山に移
しました。現在も年４、５回の下刈り作業等を続け、地元住民のみなさ
んとともに生育環境を守っています。
　「（100選に選ばれたことは）天にも昇るような気持ち。多くの皆さんが
竹田市を訪れ、福寿草やアズマイチゲを観賞して喜んでくれることが何
よりも地域の支えになります」
　見頃の時期は、２月下旬から３月下旬。３月15日日曜日（午前11時から午
後３時まで）には「長湯山野草の会」が主催する第１回福寿草を愛でる茶会
が籾山八幡社境内で行われます。実行委員会は、「由緒ある籾山八幡社の福
寿草と、日本一の炭酸温泉をＰＲしたい」と現在準備を進めています。
㉄「長湯山野草の会」事務局（☎75-2424）まで。

　２月10日、山側（竹田市・豊後大野市）のかぼす生産者と、海側（臼杵市・
津久見市・佐伯市）の養殖漁業者が互いの状況を学び、相互の理解を深めよ
うと「大分県カボス振興協議会」・「かぼすブリ・かぼすヒラメ販売促進協議
会」主催の「カボスがつなぐ山と海の交流会」がＪＡおおいた竹田事業部で開
催されました。関係者約120人が参加。
　餌にかぼすを与えた養殖魚「かぼすブリ」や「かぼすヒラメ」、かぼすの各生
産者による生産状況などの事例を発表。試食会では、市内の飲食店や旅館の
料理人たちが素材の味を生かした料理（カルパッチョ、揚げ物、しゃぶしゃ
ぶなど）を紹介しました。参加者は料理を味わい、意見交換をしながら交流
を深めていました。今後、この交流をきっかけにして、かぼすの生産拡大、
県内における「かぼすブリ」、「かぼすヒラメ」の消費拡大が期待されます。

　２月５日、「平成26年度（第60回）大分県広報コンクール表彰式」が県庁新館で行われました。
竹田市は「広報写真（一枚写真）の部」〔応募：14町村、38作品〕に昨年８月号の表紙写真を出品し、
特選を受賞しました。
　８月号の表紙写真は「すごあまちゃん！」と題し、仲良し児童の兄弟が収穫を待つ菅生地域の
畑において、甘いスイートコーンに思いっきりかぶりついている作品で、本市の特産品を市内
外に広くＰＲしました。
　本市の作品には、審査員の方々から「すごあまちゃん！と子どもの表情がマッチしている」、

「夏、地域色、元気な子どもの笑顔が良く調和した写真となっている」、「男子の服装、表情、ポー
ズともよく練られていて、力がある。スイートコーンの甘さが伝わってくる」等の審査コメント
をいただきました。
　地元の皆様、関係者の皆様にご協力いただいたことに改めて感謝申し上げ、ご報告させていた
だきます。

↑これは美味しい‼ 料理人たちが腕を振るった試食会

↑受賞した昨年８月号の表紙

↑毎年カメラマンが訪れます

福寿草

↑「長湯山野草の会」のみなさん

←「籾山八幡社」にある大ケヤキ

↑咲き誇る美しいアズマイチゲ
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営
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所

こ
の

広
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誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

低
地
や
丘き
ゅ
う
り
ょ
う
ち

陵
地
の
水
田
や
畦あ
ぜ

・

溝
な
ど
湿
地
を
好
ん
で
群ぐ
ん
せ
い生
す
る

高
さ
30
㌢
ほ
ど
の
２
年
草
（
春
ま

た
は
秋
に
発は
つ

芽が

し
、
越
冬
し
て
翌

年
に
開
花
結
実
し
て
枯
れ
る
草
）

で
す
。

　

葉
は
葉よ
う
じ
く軸
が
長
さ
８
㌢
ほ
ど
の

奇き

数す
う

羽う
じ
ょ
う状
複ふ
く
よ
う葉
（
図
参
照
）
で
、

小し
ょ
う
よ
う葉
は
ほ
ぼ
円
形
で
ふ
ち
は
普
通

３
裂れ
つ

し
て
い
ま
す
。
一
番
先
端
の

頂ち
ょ
う

小し
ょ
う

葉よ
う

は
長
さ
15
㍉
、
幅
が
14
㍉

ほ
ど
で
す
。

　

早
春
の
頃
、
茎く
き

の
上
部
の
散さ
ん
ぼ
う房

花か

序じ
ょ

に
ア
ブ
ラ
ナ
科
特
有
の
十
字

状
花
の
白
い
径
４
㍉
ほ
ど
の
小
さ

な
４
弁
花
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

果
実
は
下
部
か
ら
成
熟
し
、
長
さ

２
㌢
ほ
ど
の
細
い
円
柱
形
で
中
に

１
㍉
ほ
ど
の
種
子
が
１
列
に
並
ん

で
入
っ
て
い
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
苗な
わ
し
ろ代
を
つ
く
る

た
め
、
種
も
み
を
水
に
漬つ

け
る
頃

に
花
が
咲
く
こ
と
の
意
味
で
種タ
ネ
ツ
ケ漬

花バ
ナ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
里
山
の
田
ん
ぼ
や

畦
・
溝
沿
い
な
ど
で
、
ご
く
普
通

に
観
察
さ
れ
る
植
物
で
す
。
農
家

の
人
々
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

花
期
は
３
月
か
ら
５
月
と
長
い

で
す
。

郷土の植物 （312）

阿孫  久見
第120回

タネツケバナ（アブラナ科）

葉の形

い
つまでもお元気

で

！

房ふ
さ

前ま
え

　
等ひ
と
し

さ
ん
（
竹
田
・
宮
の
上
）

大
正
４
年
１
月
２
日
生
ま
れ

　中国語が得意で麻雀
が趣味だそうです。長
生きの秘訣は「よく食
べること」です。

坂さ
か

本も
と

ハ
ル
ヱ
さ
ん
（
直
入
・
尚
栄
町
）

大
正
４
年
２
月
14
日
生
ま
れ

　塩分、糖分の撮り過
ぎに注意するなど体調
管理は万全。長生きの
秘訣は「自由にしてい
ることでしょうね」

後ご

藤と
う

チ
サ
ト
さ
ん
（
荻
・
恵
良
原
）

大
正
４
年
１
月
１
日
生
ま
れ

　お気に入りの黒の帽
子、ニットを羽織るの
がトレードマーク。家
族、地域の方々の支え
に感謝しています。

廣ひ
ろ

瀬せ

　
樒し
き
み

さ
ん
（
久
住
・
岳
麓
寺
）

大
正
４
年
２
月
４
日
生
ま
れ

　テレビのスポーツ観
戦が大好き。長生きの
秘訣は「食べることが
健康の源。残すことは
一度も無い」です。

佐さ

藤と
う

ス
ミ
ヨ
さ
ん
（
竹
田
・
笹
尾
）

大
正
４
年
１
月
６
日
生
ま
れ

　現在レクリエーショ
ンやリハビリに励む
日々。長生きの秘訣は

「地域や子どもたちの
支えのお陰」です。
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講習会

「手話講習会」受講生を募集
　手話通訳者や手話奉仕員を目指す方を対象に手話講習
会を開催します。受講のお申込みは３月20日㈮まで。
開　催　日　毎月第１・第３火曜日19:00～21:00（全23回）
開　講　式　４月７日㈫予定
会　　場　いきいき交流センター（竹田市総合社会福祉

センター裏）
講　　師　大分県聴覚障害者協会
受講費用　無料（テキスト代等実費要）
受講資格　入門課程修了者で高校生以上
提　出　先　福祉事務所又は各支所いきいき市民課
●お問い合せ  竹田市福祉事務所 福祉係  ☎63-4811

歴史資料館　　　　　　　　　  　☎63-1923

〔開館時間〕９：00 ～ 17：00
〔休　館　日〕３月２日㈪、9日㈪、16日㈪、17日㈫、23日㈪、
　　　　　　 30日㈪

〔入　館　料〕一般200円、小中生100円
　※共通券、団体料金についてはお問い合わせください。

○歴史展示室（２階）

　ミニ企画展『中川家と播州三木』
　１月24日㈯～３月15日㈰
　中川家は豊後岡に来る前、播州三木の大名でした。天
正13年（1585）からの約９年間、秀政と秀成の２代にわ
たり三木を統治し、この間は朝鮮で秀政が討死するなど、
中川家にとって大変な事件がありました。中川家文書な
どの史料を中心に、中川家と播州三木の関わりについて
紹介します。

○南画展示室（２階）

　『松のある南画』 
　２月３日㈫～３月15日㈰
　寒い冬でも青々と葉が茂る松は、めでたい画題として
よく描かれました。「松」が描かれた南画の名作を当館コ
レクションより紹介します。

　『梅と南画』
　３月18日㈬～４月末
　３月は百花にさきがけて梅が咲く季節です。「梅」が描
かれた南画の名作を当館コレクションより紹介します。

市民ギャラリー水琴館　　　    ☎ 63-2200

〔開館時間〕９：00 ～ 17：00
〔休　館　日〕３月２日㈪、９日㈪、16日㈪～ 19日㈭、23日㈪、
　　　　　 30日㈪

〔入　館　料〕 無　料

○岡藩城下町雛祭り『享保雛・大正雛の展示』
　２月13日㈮～３月８日㈰　
　岡藩城下町雛祭りの一環として、竹田市最古のお雛様

「享保雛」をはじめとしたお雛様を展示。

○『大分県立竹田高等学校書道部・生徒作品展』
　３月10日㈫～３月15日㈰　
　書道部部員と顧問の作品（平成25・26年の全国総合文
化祭や九州高文連の出品作品、書の甲子園の大賞・準大
賞作品など）を展示するとともに、今年度の活動実績や
練習の内容など部活動の紹介もします。

○『竹田専心会いけばな展』
　３月20日㈮～3月22日㈰　
　会員による四季折々の花々をいけた作品を展示。

○『写団ちくでん写真展』
　３月24日㈫～４月９日㈭　
　会員による岡城趾をテーマとした四季の写真を中心に
展示。
　　　

国際交流

「ボードゲーム・ヌーン」で楽しい時間を！
　「もっと家族と時間を過ごしたいが、時間があまりな
くて、遠くまでいけない」、「近くには子ども向きのイベ
ントが余りない」…。そういう方々に、家族や友だちと
一緒に楽しめる、ドイツで大人気の「ボードゲーム」を紹
介します。今回の国際交流イベントは「ボードゲーム・
ヌーン」です。
　４歳から８歳までの児童向きのゲームや、大人でも楽
しめるゲームもあります。（子ども向きのゲームは日本の
双六のボードゲーム等のイメージです）
　若者から高齢者まで、どなたでもウェルカムです♪
日　　時　①４月４日㈯   ②５月16日㈯   ③６月13日㈯

13：30～17：00 （途中参加、早抜けも構いま
せん）
※お好きな時間をお申し込みください、毎回
参加も可

場　　所　竹田市総合社会福祉センター、いきいき交流
センター

参加人数　先着24人まで
参　加　料　１人　250円
●お問い合せ　竹田市商工観光課
　☎63-4807
　（国際交流担当：ヴァネッサまで）

❶

別冊 たけたん情報　３月号

国指定史跡   岡城跡
キ
リ
ト
リ
セ
ン

キ リ ト リ セ ン

家族無料観覧券
有効期間

平成27年３月21日（土・祝）〜４月12日㈰まで
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消費者行政
◎消費生活相談窓口からの注意喚起

「見守り」と「気づき」で認知症等高齢者の被害を防ごう
　認知症等高齢者が悪質な業者の被害に遭わないために
は近所の方の「見守り」と「気づき」が大切です。高齢者宅
に不審な業者が出入りしている形跡はないか、不審な電
話のやり取りや、電話口で困っている様子はないか等近
所の方の見守りで被害の防止を図りましょう。
●お問い合せ
　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活センター）
　☎63-4834　8：30～17：00（月～金・平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　☎097-534-0999

年　金

国民年金加入方法
　国民年金は誰もが加入する制度です。日本に住んでい
る20歳以上60歳未満のすべての方は、国民年金に加入
することになります。
　加入者は、職業などによって3つのグループに分かれ
ており、それぞれ加入手続きが異なります。

・第１号被保険者
　自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、加
入手続きはご自分で住所地の市区役所・町村役場の国
民年金担当窓口で行います。
・第２号被保険者
　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加
入されている方で、加入手続きは勤務先が行います。
・第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、加
入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して行いま
す。

国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれ
ます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き
落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、
納め忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替
納付することにより、月々50円割引される早割制度や、
現金納付よりも割引額が多い６か月前納・１年度前納・

２年度前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書又は年金手帳、通帳、
金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関又は年
金事務所へお申し出ください。
●お問い合せ
　大分年金事務所　国民年金課　☎097-552-1211

配　布

「緑の募金」春期緑化用苗木の無償配布
　森林の保護・育成・愛護思想の普及のため、春期の無
償配布を行います。
日　時　３月６日㈮　久住公民館前駐車場
　　　　　　　　　　13：30～14：00
　　　　３月７日㈯　竹田市本町活性化駐車場 「楽市楽
　　　　　　　　　　座」 会場　10：00～
※原則１人１本まで。なくなり次第終了とさせていただ

きます。
●お問い合せ　竹田市農政課 林業振興室　☎63-4805
　　　　　　　竹田市久住支所 産業建設課　☎76-1116

福　祉

「第10回大分県障がい者スポーツ大会」選手募集
　平成27年5月16日、17日、23日、6月7日に大分市で
開催される大分県障がい者スポーツ大会に出場する選手
を募集しています。
対　象　者　市内在住で障がいを持ち平成27年４月１日

現在で10歳以上の方（ただし、卓球は6歳以
上）

個人競技　５月16日㈯　アーチェリー（身体）、
　　　　　　　　　　　卓球（身体・知的・精神）
　　　　　５月17日㈰　水泳（身体・知的・精神）
　　　　　５月23日㈯　ボウリング（身体・知的・精神）
　　　　　６月７日㈰　開会式、陸上競技（身体・知

的・精神）、フライングディス
ク（身体・知的・精神）

　　　　　※各競技には（　）内の障がいの方が参加でき
ます。また、開催日が異なる競技には複数参
加することができます。

申込方法　福祉事務所又は各支所いきいき市民課に備
付けの申込書に、必要事項を記入のうえ提
出してください。ただし、ボウリングとアー
チェリーの参加の申込みについては直接競技
団体への提出となります。

提出期限　３月27日㈮
●お問い合せ　竹田市福祉事務所 福祉係　☎63-4811

　
第26回豊の国ねんりんピック「美術展」の作品募集
　平成27年６月３日㈬～６月７日㈰にアートプラザ（大
分市）で開催される「美術展」に出品する作品を募集しま
す。
１．出品資格　県内に在住する60歳以上（昭和31年４月

１日以前の生まれ）でアマチュアの方
２．出品作品
　　①出品者個人が創作し、未発表のもの
　　②各部門とも１人１点

❷

国指定史跡「岡城跡」家族無料観覧券

この券を切り取り、登城の
際に料金所に提出してくだ
さい。
１枚につき１家族が無料で
観覧できます。

竹田市教育委員会文化財課



たけたん情報　平成27年３月号 ❸

３．テ　ー　マ　特に定めない
４．出品料等　出品料は無料
５．出品部門　次の６部門
　　○日本画の部　日本画、水墨画
　　○洋画の部　油絵、アクリル画、水彩、素描、版画、

パステル画
　　○彫刻・彫塑の部　彫刻・彫塑、その他立体作品
　　○工芸の部　陶芸、染織、漆芸、金工、木竹、人形、

その他
　　○書の部  　漢字、かな、篆刻、調和体及び前衛、

刻字を問いません。
　　○写真の部   カラー、モノクロは問いません。
　　※各部門とも詳細な規格は福祉事務所までお問い合

わせください。
６．募集期間　3月23日㈪～4月24日㈮
７．申込方法　募集期間内に福祉事務所、各支所いきい

き市民課に窓口備付けの出品申込書を提
出してください。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所　☎63-4811

住　宅
　　　　　
公営住宅の入居を募集します
１．公営住宅（市営３戸、県営２戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

久住 桐迫住宅 2 1部屋については単身も
可能

荻

栄住宅 1 世帯
県営桜住宅 1 単身可能
県営桜住宅

（３階建） 1 世帯

２．特定公共賃貸住宅（４戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
七里団地　E棟 1 世帯
七里団地　F棟 2 35歳以下の単身
七里第３団地 1 世帯

申込方法　竹田市住宅管理センター（市役所建設課内）
又は各支所産業建設課に備え付けている入居
申込書に必要事項を記入のうえ、提出してく
ださい。　

募集期間　３月５日㈭～16日㈪　　※土・日を除く
抽　選　日　３月19日㈭　10：00～ （市本庁舎）

入居時期　３月下旬可能（県営は４月中旬）
　　　　　※次回の募集月は５月です。
○詳細は大分県住宅供給公社のホームページをご覧くだ

さい。
○上記以外に随時募集している住宅もありますので、下

記までお問い合わせください。
●お問い合せ　竹田市住宅管理センター（竹田市建設課

内）　☎63-4400

募　集

五感で巡る竹田遺産の旅 参加者募集
～竹田の一本桜を地元ガイド付でご案内！～

テ　ー　マ   【しだれ桜観賞と歴史ロマンの旅】
開　催　日　3月27日㈮
参　加　費　1,500円（昼食代・資料代）
定　　員　20名
行　　程　〔直入支所（8：30）／久住支所（9：00）／荻

エリア（9：00）／文化会館（9：30）〕　
　　　　　清水家の墓守桜→黄牛の滝→古庄家の桜→昼

食（ふるさと薬膳あじか野）→米賀石橋→木村
家・志賀家の桜→神馬橋→城原八幡社→道の
駅竹田→文化会館（16：00頃着）→〔各支所等〕

申込締切　3月25日㈬まで
※歩きやすい服装・靴でご参加ください。
●お申込み　竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585

相　談

大分県交通事故相談（無料）
　被害者・加害者、人身事故・物損事故、何でも相談し
てください。電話相談はもちろん面接相談も受け付けて
います。
相　談　日　平日（土・日・祝祭日を除く）

8：30～12：00　13：00～17：15
（面接時間は9：00～12：00／13：00～16：00）
又は、第4木曜日に「豊肥振興局（☎63-1171）」
で巡回相談（10：00～15：00）も行っています。
※要事前予約

場　　所　大分県庁別館５階　
●お問い合せ　大分県生活環境部　生活環境企画課　交通

事故相談所　☎097-506-2166
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ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

13
：

00
～（

久
住

公
民

館
 機

能
回

復
訓

練
室

）

8
9

10
11

12
13

14
・

第
28

回
岡

の
里

名
水

マ
ラ

ソ
ン

大
会

 9：
00

～（
竹

田
市

総
合

運
動

公
園

ス
タ

ー
ト

・
ゴ

ー
ル

）
・

た
け

た
見

本
市

 【
見

本
市

】
10

:0
0-

17
:0

0　
（

傾
く

家
・

竹
田

市
寺

町
）

・
畜

産
座

談
会【

竹
田

地
域

】
9：

30
～（

Ｊ
Ａ

竹
田

支
店

2
階

会
議

室
）

・
竹

田
市

立
図

書
館

休
館（

蔵
書

点
検

の
た

め
）～

13
日

㈮

・【
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
】『

大
分

県
立

竹
田

高
等

学
校

書
道

部
・

生
徒

作
品

展
』～

3/
15

㈰
ま

で

・【
歩

こ
う

会
】本

町
マ

ル
シ

ョ
ク

前
9：

30
集

合（
そ

う
ぞ

う
の

丘
）※

1
・

子
牛

市
場

開
催

日
 9：

30
セ

リ
開

始
 （

豊
後

豊
肥

家
畜

市
場

）
・

お
は

な
し

ル
ー

ム
14

：
00

-
14

：
30（

竹
田

幼
稚

園
）

・
平

成
26

年
度

竹
田

市
生

涯
学

習
ま

つ
り

13
：

00
～

開
会（

12
：

30
受

付
）※

入
場

無
料（

久
住

公
民

館
く

じ
ゅ

う
サ

ン
ホ

ー
ル

）　

15
16

17
18

19
20

21
春

分
の

日

・
第

23
回

Ｂ
＆

Ｇ
財

団
会

長
杯

争
奪

直
入

地
域

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

9：
00

～（
竹

田
市

直
入

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
体

育
館

）
・

長
湯

山
野

草
の

会「
第

１
回

福
寿

草
を

愛
で

る
茶

会
」

11
:0

0-
15

:0
0（

籾
山

八
幡

社
境

内
）

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

:3
0-

11
：

00（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）

・
温

泉
療

養
文

化
館「

御
前

湯
」休

館
日

・【
歴

史
資

料
館

】『
梅

と
南

画
』（

南
画

展
示

室
）

～
４

月
末

ま
で

・
年

金
相

談
[完

全
予

約
制

] 1
0：

00
-

15
：

00（
竹

田
市

高
齢

者
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー
）㉄

日
本

年
金

機
構

大
分

年
金

事
務

所
 ☎

09
7-

55
2-

12
11

・
大

分
県

行
政

書
士

会
無

料
相

談
会

13
：

00
-1

6：
00（

大
分

県
行

政
書

士
会

〔
大

分
市

〕）
㉄

大
分

県
行

政
書

士
会

事
務

局
　

☎
09

7-
53

7-
70

89
・

平
成

26
年

度
人

権
学

習
学

級
閉

級
式

15
：

00
～（

市
本

庁
舎

3階
会

議
室

） 

・
５

歳
児

健
康

診
査

13
：

00
-

13
：

20
受

付（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）※
16

時
終

了
予

定
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
：

30
-1

5：
30（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）：
要

予
約（

☎
63

-
33

46
）

・【
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
】『

竹
田

専
心

会
い

け
ば

な
展

』～
3/

22
㈰

ま
で

・
成

牛
市

場
開

催
日

 9：
30

セ
リ

開
始

 （
豊

後
豊

肥
家

畜
市

場
）

・
第

19
回「

て
づ

く
り

音
楽

会
」 

13
：

30
-1

5：
30

 (直
入

教
育

会
館

２
階

ホ
ー

ル
（「

花
水

月
」と

な
り

） 
※

入
場

無
料

　【
内

容
】大

正
琴

、
合

唱
、

尺
八

な
ど

の
演

奏
㉄

瀧
廉

太
郎

会
☎

63
-1

82
3（

堀
）

月 間 ・ そ の 他

○
第
16
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

　（
2/
13
㈮
～
3/
8㈰
）

○
自
殺
対
策
強
化
月
間

○
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動（
3/
1㈰
～
7㈯
）

○
全
国
山
火
事
予
防
運
動（
3/
1㈰
～
7㈯
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告（
1/
5㈪
～
3/
31
㈫
）

○
平
成
26
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告（
2/
16
㈪
～
3/
16
㈪
）

※
１

竹
田

市
歩

こ
う

会
 ☎
62
-2
50
1（

山
本

）
※

２
竹

田
創

生
館

 ☎
62
-4
10
0

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

・
農

地
に

係
る

各
種

申
請

受
付

の
締

め
切

り
は

、
毎

月
15

日
で

す（
15

日
が

土
日

の
場

合
は

直
前

の
金

曜
が

締
切

日
と

な
り

ま
す

）。
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
農

業
委

員
会

事
務

局
　

☎
63

-4
81

5

平
成
26
年
度
　
竹
田
市
生
涯
学
習
ま
つ
り

期
　

日
　

３
月

14
日

㈯
　

13
：

00
開

会（
受

付
12

：
30

～
）

場
　

所
　

久
住

公
民

館
く

じ
ゅ

う
サ

ン
ホ

ー
ル

【
ス

テ
ー

ジ
】

○
第

１
部

　
開

会
式

・
高

齢
者

大
学

閉
講

式
　

13
：

00
～

13
：

30
○

第
２

部
　

オ
ペ

ラ
コ

ン
サ

ー
ト

　
13

：
40

 ～
14

：
50

　
　

　
　

　〔
テ

ー
マ

〕花
盛

り
　

～
花

に
寄

す
世

界
の

う
た

～
出

演
・

首
藤

玲
奈（

ソ
プ

ラ
ノ

）、
紀

野
孝

洋（
テ

ノ
ー

ル
）、

福
田

恭
子（

箏
曲

生
田

流
）、

森
田

花
央

里（
ピ

ア
ノ

・
編

曲
）

○
第

３
部

　
生

涯
学

習
発

表
会

　
15

：
00

～
16

：
30

　
　

　
　

　
民

謡
、

舞
踊

、 
 コ

ー
ラ

ス
、 

 バ
ン

ド
演

奏
他

【
久

住
公

民
館

ロ
ビ

ー
他

】
○

久
住

公
民

館
内

で
は

、
放

課
後

子
ど

も
教

室
や

生
涯

学
習

・
公

民
館

活
動

の
作

品
を

展
示

し
ま

す
。

書
道

、
生

花
、

木
版

画
、

写
真

ほ
か

〔
展

示
期

間
〕

14
日

㈯
～

15
日

㈰
○

お
茶

会
　

13
：

15
～

15
：

15
主

　
催

　
竹

田
市

教
育

委
員

会
共

　
催

　
竹

田
市

青
少

年
育

成
市

民
会

議
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
教

育
委

員
会

生
涯

学
習

課
　

☎
63

-4
81

7

３
月
　
卒
園
式
・
卒
業
式（
順
不
同
）

○
保

育
所

・
保

育
園

　
14

日
㈯

　
竹

田
保

育
所

、
都

野
保

育
所

、
な

お
い

り
保

育
園

　
　

　
19

日
㈭

　
小

羊
保

育
園

　
20

日
㈮

　
荻

保
育

所
　

21
日

㈯
　

久
住

保
育

所
　

25
日

㈬
　

あ
さ

ひ
ケ

丘
保

育
園

、
玉

来
保

育
園

　
28

日
㈯

　
白

丹
保

育
所

○
幼

稚
園

　
20

日
㈮

　
竹

田
幼

稚
園

、
南

部
幼

稚
園

、
直

入
幼

稚
園

　
21

日
㈯

　
し

ら
ゆ

り
幼

稚
園

○
小

学
校

　
24

日
㈫

　
竹

田
小

学
校

、
豊

岡
小

学
校

、
南

部
小

学
校

、
祖

峰
小

学
校

　
　

　
　

　
菅

生
小

学
校

、
宮

城
台

小
学

校
、

城
原

小
学

校
、

荻
小

学
校

　
　

　
　

　
白

丹
小

学
校

、
久

住
小

学
校

、
都

野
小

学
校

、
直

入
小

学
校

○
中

学
校

　
６

日
㈮

　
竹

田
中

学
校

、
竹

田
南

部
中

学
校

、
緑

ケ
丘

中
学

校
　

　
　

　
　

久
住

中
学

校
、

都
野

中
学

校
、

直
入

中
学

校
○

高
　

校
　

１
日

㈰
　

竹
田

高
校

、
竹

田
南

高
校

　
２

日
㈪

　
三

重
総

合
高

校
久

住
校

　
５

日
㈭

　
竹

田
支

援
学

校

・
県

立
芸

術
緑

丘
高

校「
文

化
財

鑑
賞（

岡
城

跡
）ス

ケ
ッ

チ
作

品
展

」1
0:

00
-

16
:0

0（
茶

房
御

客
屋

）・
県

立
芸

術
緑

丘
高

校「
選

抜
美

術
展

」（
志

保
屋

ギ
ャ

ラ
リ

ー
）

～
3/

31
㈫

ま
で



たけたん情報　平成27年３月号 ❺

22
23

24
25

26
27

28
・

20
15

年
カ

ラ
オ

ケ
フ

ェ
ス

タ
 1

0：
00

～〔
主

催
〕竹

田
市

文
化

連
盟

歌
謡

部（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）

・
新

図
書

館
か

た
ち

づ
く

り
の

集
い

14
:0

0-
17

:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
） 

・
竹

田
市

荻
支

所
新

事
務

所
で

8：
30

～
業

務
開

始
し

ま
す（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

内
）　

・【
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
】『

写
団

ち
く

で
ん

写
真

展
』～

4/
9㈭

ま
で

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
：

30
-

11
：

00（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
：

30
-1

5：
30（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
畜

産
座

談
会【

荻
地

域
】1

4：
00

～（
荻

公
民

館
2階

中
会

議
室

）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

：
30

-1
5：

30（
久

住
保

健
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

3
　

46
）

29
30

31 【
納

期
限

】〔
市

税
〕 ・

国
民

健
康

保
険

税
12

期
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

：
30

-
11

：
00（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

3
月

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
15
年（
平
成
27
年
）

日
SU

N
月

MO
N
火

TU
E
水

WE
D
木

TH
U
金

FR
I
土

SA
T

■
20
14
年
４
月
上
旬
の
予
定

　
4/

1㈬
　

・
荻

支
所

移
転

開
所

式
及

び
荻

駅
交

流
館

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

セ
レ

モ
ニ

ー
　

8：
20

～
 （

荻
支

所［
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
内

］）
　

4/
4㈯

　
・

竹
田

市
合

併
10

周
年

記
念

式
典

 9：
30

-1
1：

30
（

久
住

公
民

館
く

じ
ゅ

う
サ

ン
ホ

ー
ル

）
　

4/
5㈰

　
・

第
67

回
岡

城
桜

ま
つ

り（
城

下
町

界
隈

）㉄
岡

城
桜

ま
つ

り
実

行
委

員
会

　
☎

09
74

-6
3-

26
38

　
4/

12
㈰

  ・
大

分
県

知
事

選
挙

　
大

分
県

議
会

議
員

選
挙

 7：
00

-1
8：

00（
入

場
券

に
記

載
さ

れ
た

投
票

場
所

）

３
月

行
政

相
談

員
に

よ
る

行
政

相
談

所
の

開
設

一
覧

 
地

　
域

相
　

談
　

日
 開

催
時

間
開

　
催

　
場

　
所

竹
　

田
3月

18
日

㈬
10

：
00

～
12

：
00

竹
田

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
  相

談
室

 

荻
3月

19
日

㈭
10

：
00

～
12

：
00

荻
支

所
　

１
階

厚
生

室
 

久
　

住
3月

18
日

㈬
10

：
00

～
12

：
00

久
住

公
民

館
　

健
康

相
談

室
 

直
　

入
3月

18
日

㈬
10

：
00

～
12

：
00

直
入

支
所

　
小

会
議

室
 

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

総
務

課
行

政
係

　
☎

63
-1

11
1（

内
線

21
1）

※
行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
行

政
相

談
委

員
ま

で
 

　〔
竹

田
〕小

河
晴

義
☎

62
-3

66
2　

〔
　荻

　〕
太

田
正

一
☎

68
-2

48
0

　〔
久

住
〕本

郷
俊

一
☎

76
-1

30
4　

〔
直

入
〕児

玉
龍

明
☎

75
-2

42
6 

1
2

3
4

5
6

7
・

林
野

火
災

防
御

訓
練

 7
:3

0～
（

宮
城

地
区

）、
8:

00
～（

荻
地

域
）

・【
歴

史
資

料
館

】ミ
ニ

企
画

展『
中

川
家

と
播

州
三

木
』、『

松
の

あ
る

南
画

』）
～

3/
15

㈰
ま

で
 

・【
市

民
ギ

ャ
ラ

リ
ー

水
琴

館
】岡

藩
城

下
町

雛
祭

り『
享

保
雛

・
大

正
雛

の
展

示
』～

3/
8㈰

ま
で

・
第

８
回

由
学

館
セ

ミ
ナ

ー『
歴

史
ロ

マ
ン

岡
城

も
の

が
た

り
』1

3：
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都市計画
竹田都市計画特別用途地区の都市計画決定に
関する案を縦覧します
　竹田市では現在、中心市街地を活性化し、官民連
携して魅力あるまちづくりの実現に取り組んでいま
す。こうした取り組みの方向付けを明らかにするため、

「竹田市中心市街地活性化基本計画」を策定するととも
に、準工業地域における床面積1万㎡超の大規模集客施
設（店舗など）の立地規制を行う「竹田都市計画特別用途
地区」（案）の都市計画決定手続きを進めており、このた
び、市民の皆様を対象に下記期間において都市計画決
定に関する案を縦覧いたします。
　なお、この案に対する意見書の提出は、縦覧期間満
了の日が期限となりますので念のため申し添えます。
◇案縦覧
　〔縦覧期間〕　３月３日㈫〜16日㈪
　　　　　　　 8：30～17：00（平日のみ）
　〔縦覧場所〕　竹田市建設課
●お問い合せ
　竹田市建設課 都市計画係　☎63-1111（内線251）

スポーツ安全保険

いざというときしっかりサポート、まかせて安心
　スポーツや社会教育活動を安心して行えるよう、ご
加入をおすすめいたします。
保険期間　平成27年４月１日～平成28年３月31日まで

加入できる団体：スポーツ活動、文化活動、ボラン
ティア活動、地域活動を行う5名以上の社会教育関
係団体

対象となる事故の範囲：団体活動中の事故/往復中の
事故

●お問い合せ
　生涯学習課　スポーツ振興係　☎63-4817
　スポーツ安全協会大分県支部　☎097-552-0400

試　験

平成27年度第１回危険物取扱者試験が実施されます
日　　時　６月21日㈰　　
　　　　　午前10時　試験開始（大分大学は午前の部）
　　　　　午後２時　試験開始（大分大学午後の部のみ）
試験種類　甲種・乙種（全類）・丙種

（午後２時からの大分大学試験は、乙種第４
類の試験のみ）

試験会場　県立三重総合高校・大分大学他、県内５会場
願書配付　竹田市消防本部他、県下各消防本部・消防試

験研究センター大分県支部、県消防保安室
で３月18日㈬から配付します。

願書受付　電子申請：４月18日㈯～５月５日（火・祝）
　　　　　　　　　　（24時間受付）
　　　　　書面申請：４月21日㈫～５月８日㈮ 
　　　　　　　　　　（平日９時～17時）
※試験準備講習会等のお問い合わせは、（一財）消防試験

研究センター大分県支部　☎097-537-0427まで　
●お問い合せ　 竹田市消防本部　警防課　☎63-0119

平成27年度前期技能検定試験
受 付 期 間　４月６日㈪～17日㈮まで　
実 技 試 験　６月３日㈬～９月８日㈫まで
学 科 試 験　７月19日㈰・８月23日㈰・８月30日㈰・
　　　　　　９月６日㈰
合格発表日　10月2日㈮　※３級のみ８月28日㈮
申請書及び受検案内備付け場所

大分県職業能力開発協会、市町村役場商工担当課（各
支所）ほか

申請書受付場所  大分県職業能力開発協会
　〒870-1141　大分市大字下宗方字古川1035番地1　
　☎097-542-3651　FAX097-542-0996

市民課届出

平成27年度に出生・死亡・死産・婚姻・離
婚の届出をされる方へのお願い
（厚生労働省大臣官房統計情報部人口動態・保健社会統計課）

　出生や死亡、死産があった場合や、婚姻、離婚をさ
れた方にはそれぞれ「出生届」「死亡届」「死産届」「婚姻
届」「離婚届」を市区町村の窓口に提出していただいてお
ります。
　この各届出は、５年に一度、国勢調査の行われる年度
には、職業の記入も（死亡届には産業の記入も）お願い
しています。
　届出は厚生労働省の実施する「人口動態調査」にも活
用され、毎年、出生・死亡・死産・婚姻・離婚の状況
を調べており、その調査結果は、公衆衛生、労働衛生、
社会福祉など各施策のための基礎資料として活用され
ています。
　人口動態調査で使用する情報は統計法により、厳し
く守られておりますので、安心してご記入ください。

〈対　象〉
平成27年４月１日から平成28年３月31日までの出生・
死亡・死産・婚姻・離婚の届出

〈調査方法〉
各届書の届出をされるときに、それぞれ職業をご記入
ください。

〔記入例〕
・医師・教員など…「専門・技術職」
・一般事務員など…「事務職」
・販売店員・営業職従業者など…「販売職」
・美容師・ホームヘルパーなど…「サービス職」
※死亡届にはこのほか、「農業」「建設業」「製造業」「不動

産業」といった産業も併せてご記入ください。
　届出をする市区町村役場の窓口に「出生・死亡・死
産・婚姻・離婚の届出をされる方にお願い（職業・産業
例示表）」を備え付けていますので、ご参考のうえ、記
入をお願いいたします。また、わからない場合は、窓
口でおたずねください。
●お問い合せ　
　竹 田 市 市 民 課 市 民 係　☎63-4804
　荻　支　所　いきいき市民課　☎68-2211
　久住支所　いきいき市民課　☎76-1111
　直入支所　いきいき市民課　☎75-2211
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地デジ支援
「アナログテレビ」だけでは３月10日からテレ

ビ放送が見られなくなります。　
　テレビをご覧の際に画面の右上に「デジアナ」の文字が
表示されているテレビは、平成27年３月10日午前10時
をもってテレビ放送が視聴できなくなります。
　これは総務省がアナログテレビのために行っていた

「デジアナ変換サービス」を終了するからです。
　ただし、アナログテレビに「チューナー」という機器を
取り付けることで引き続きテレビ放送を見ることができ
ます。電気店などにご相談ください。
■総務省の支援
　総務省では「ＮＨＫ受信料が全額免除の世帯」を対象に、

「チューナー」を支給する支援を行っています。
　支援の内容により申し込み期限が本年３月31日と６
月30日と異なります。詳しくは下記までお問い合わせ
ください。
●お問い合せ・お申込み先
　総務省　地デジチューナー支援実施センター
　（受付時間）　9：00～17：00
　ナビダイアル　0570-034-037
　ナビダイアルが利用できない場合　☎03-4334-2754
　FAX 03-5304-2011　

税　金
期限内納付と振替期日
平成26年分確定申告の納付期限は次のとおりです。
○申告所得税及び復興特別所得税の納付期限
　　　　　　　　　　　　　平成27年３月16日㈪
○消費税及び地方消費税（個人事業者）の納付期限
　　　　　　　　　　　　　平成27年３月31日㈫
　納税は、お近くの銀行（日本銀行歳入代理店）などの金
融機関（ゆうちょ銀行を含む）、納税地を管轄する税務署
の窓口で受け付けています。
　また、申告所得税及び復興特別所得税並びに消費税及
び地方消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の預貯金
口座から自動的に振り替える「振替納税」が大変便利です。
まだ利用されていない方は、ぜひご利用ください。
　振替納税の振替日は、次のとおりです。
○申告所得税及び復興特別所得税の振替日
　　　　　　　　　　　　　平成27年４月20日㈪
○消費税及び地方消費税（個人事業者）の振替日
　　　　　　　　　　　　　平成27年４月23日㈭

●お問い合せ　竹田税務署☎63-3141　※自動音声案内

制　度
中退共で退職金
　「中退共」は中小企業が加入しやすい国の退職金制度で
す。
①国の制度だから安全・安心！
　さらに掛け金の一部を国が助成します。
②社外積立でラクラク管理！　
　管理や運用の手間が掛かりません。
③掛金は全額非課税でオトク！　
　節税に加え、手数料も掛かりません。
　制度についてのお問い合わせは、独立行政法人勤労者
退職金共済機構　中小企業退職金共済事業本部
☎03-6907-1234
●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎63-4807

助　成

クリーンロード支援事業
【県管理道の草刈り、花植え等に助成します】

◆対象団体　自治会などボランティア団体
◆対象区域　県が管理する道路沿いの斜面や植樹枡など
◆報償金額
　・草　刈　り……面積（㎡）に8円又は12円を乗じた額
　・花植え等……活動にかかる資材費（上限10万円）
◆募集期間　５月29日㈮まで
●お問い合せ　大分県竹田土木事務所　建設・保全課
　☎63-2104

肝炎治療に対する医療費助成制度
　大分県では、肝炎治療を受けられる方を対象に医療費
の助成を行っています。
○対象治療
　①B型、C型肝炎に対するインターフェロン治療
　②C型肝炎に対するにインターフェロンフリー治療
　③B型肝炎に対する核酸アナログ製剤治療
○助成内容　世帯の所得に応じて自己負担額を月額１万

円又は２万円に軽減
○助成期間　原則１年以内（核酸アナログ製剤治療につ

いては更新可）
※手続き・お問い合わせは、大分県健康対策課（☎097-

506-2674）又は最寄りの保健所へ。詳しくは、大分県
庁ホームページをご覧ください。
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求　人 ハローワーク豊後大野竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

①警備員10人14.7～18.4万円　②総合職1人16～28万
円　③営業1人17～35.5万円　④調理1人11.9万円　⑤
介護スタッフ1人14.5万円　⑥作業員1人19.3万円　⑦
保育士1人14.3～14.5万円　⑧接客及び調理1人16万円 
⑨一般事務1人14～15万円　⑩旅館マネージャー1人25
～40万円　⑪ホールスタッフ2人14万円　⑫給油所ス
タッフ1人14万円

〔パート求人（時給）〕
⑬加工作業員1人750円　⑭事務員1人700円　⑮収獲箱
詰め作業員1人700～800円　⑯清掃員2人700円　⑰調
整作業員4人677円　⑱施設スタッフ1人677円　⑲レ
ジ担当1人700円　⑳接客・配膳係1人800～900円　㉑
送迎及び介護補助1人790円　㉒清掃・雑務員2人750～
950円　㉓食器洗浄係2人780円　㉔カウンタースタッ
フ1人1000～1500円

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

３月１日㈰ 長湯ごとう歯科(直入) 75-3001
３月８日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 62-2662
３月15日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 76-0024

３月21日（土・祝） ふじさわ歯科医院（竹田） 64-1118
３月22日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 75-3001
３月29日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田） 62-2400

※診療時間 9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http：www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18：00～21：00
　　　　　　土曜日13：00～21：00、休日8：30～21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18:00～21:00、土曜日 13:00～21:00
　　　　　　日曜・祝祭日 8：30～21:00
　※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科

輪番病院を受診してください。
　※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯につい

ても電話相談していただいて、診察可能と判断できれ
ば可能な限り対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ
そこで診てもらうようお願いします。

　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ

電話連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

３月１日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３月７日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月８日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３月14日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月15日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
３月21日（土・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３月22日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

３月28日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月29日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

４月４日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

４月５日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30～11：30（こども診療所は9：00～11：30）
診療時間　9：00～12：00（三重東クリニックは8：30～12：00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ

ろがあります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があ

ります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-
0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、
院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処
方となることがありますので、ご了承ください。

桜舞う岡城・城下町でサムライ体験！
武者行列参加者参加者募集中！ 
日　　時　４月５日㈰　 7：30集合～16：00解散
場　　所　岡城跡～竹田城下町
参加資格　竹田市内又は市外にお住まいの方
募集人数　・子ども武者20名（参加料１人￥2,000）
　　　　　・女　武　者10名（参加料１人￥3,000）
　　　　　・一 般 武 者20名（参加料１人￥3,000）
　　　　　・副 将 ・ 侍 大 将（参加料１人￥30,000

※大将級甲冑着用のうえ、終日馬に乗ります。応
募者多数の場合は抽選）

募集締切　３月20日㈮
応募要項　参加者本人の氏名、住所、性別、年齢（子ども武者

は身長と申込責任者名もお書き添えください）を明
記のうえお申し込みください。

　　　　　※参加者には弁当・飲料水・記念写真を贈呈
●お問い合せ・お申込み　岡城武者揃え実行委員会事務局  
　　　　　☎090-1199-4779　
　　　　　E-mail：kousuke.kaku8262@gmail.com


